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第
2
回
 
土
佐
清
水
ジ
ョ
ン
万
祭
り 

開
催 

　
10
月
12
日
、
市
内
養
老
の
あ
し
ず
り
港
と
海
の
駅
あ
し
ず
り
を
会
場
に

「
第
２
回
土
佐
清
水
ジ
ョ
ン
万
祭
り
」
が
土
佐
清
水
ジ
ョ
ン
万
祭
り
実
行

委
員
会
の
主
催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
「
万
次
郎
、
海
と
交
流
」
を
テ
ー
マ
に
本
市
の
偉
大
な
先
人
ジ
ョ
ン
万

次
郎
の
功
績
を
讃
え
、
万
次
郎
の
縁
に
よ
る
姉
妹
都
市
の
米
国
フ
ェ
ア
ヘ

ー
ブ
ン
、
ニ
ュ
ー
ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
、
沖
縄
県
豊
見
城
市
と
の
交
流
と
文

化
の
紹
介
な
ど
を
目
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

 
 

　
絶
好
の
行
楽
日
和
と
な
っ
た
祭

り
当
日
、
午
前
11
時
。
清
水
の
う

ま
い
も
ん
市
や
姉
妹
都
市
物
産
販

売
が
は
じ
ま
り
、
親
子
連
れ
な
ど

多
く
の
方
で
賑
い
を
み
せ
て
い
ま

し
た
。
 

　
午
後
１
時
、
万
次
郎
群
像
前
広

場
で
は
開
会
式
典
が
行
わ
れ
、
ジ

ョ
ン
万
次
郎
直
系
の
子
孫
に
あ
た

る
小
西
圭
さ
ん
を
は
じ
め
、
米
国

フ
ェ
ア
ヘ
ー
ブ
ン
か
ら
ホ
イ
ッ
ト

フ
ィ
ー
ル
ド
･
万
次
郎
友
好
協
会

会
長
の
ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
ル
ー
ニ
ー

さ
ん
・
ア
ヤ
コ
さ
ん
ご
夫
妻
、
豊

見
城
市
か
ら
沖
縄
ジ
ョ
ン
万
次
郎

会
の
大
城
盛
昌
さ
ん
、
高
安
亀
平

さ
ん
、
そ
し
て
エ
ド
ワ
ー
ド
･
ド

ン
米
国
総
領
事
な
ど
、
各
地
か
ら

ジ
ョ
ン
万
次
郎
に
関
わ
る
多
く
の

方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

 
 

　
式
典
終
了
後
は
、
「
子

ど
も
の
漁
業
体
験
」
を

は
じ
め
、
清
水
高
校
生

の
短
期
留
学
発
表
、
茶

道
部
の
お
茶
接
待
、
音
楽
部
の
演

奏
、
「
楽
」
の
あ
し
ず
り
踊
り
、

書
道
部
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
姉
妹
都
市
文
化
交
流
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
ウ
ェ
ル
カ
ム
･
ジ
ョ
ン
万

の
会
が
制
作
し
た
「
ジ
ョ
ン
万
か

る
た
」
を
使
っ
た
か
る
た
取
り
大

会
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
仮
装
コ
ン
テ
ス

ト
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
 

 
 

　
午
後
４
時
、
海
の
駅
構
内
で
開

か
れ
た
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、

式
典
参
加
者
を
は
じ
め
、
市
民
が

和
や
か
に
懇
談
し
、
姉
妹
都
市
の

絆
を
深
め
交
流
の
輪
を
さ
ら
に
広

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

　
こ
の
日
は
、
ジ
ョ
ン
万
ハ
ウ
ス

も
無
料
開
放
。
海
の
駅
玄
関
に
は

新
た
に
少
年
時
代
の
万
次
郎
の
イ

ラ
ス
ト
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。
 

 
 

　
ジ
ョ
ン
万
祭
り
に
引
き
続
き
、

午
後
６
時
か
ら
は
、
あ
し
ず
り
港

の
秋
の
恒
例
「
観
月
の
宴
」
が
土

佐
清
水
市
観
光
協
会
の
主
催
で
開

催
さ
れ
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た

海
の
駅
前
で
は
、
市
内
外
の
物
産

販
売
や
伊
勢
エ
ビ
汁
の
無
料
配
布

に
長
蛇
の
列
が
で
き
、
ス
テ
ー
ジ

で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
歌
や
踊
り
、

足
摺
太
鼓
の
熱
演
、
フ
ィ
ナ
ー
レ

の
打
ち
上
げ
花
火
に
多
く
の
来
場

者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
 

！ 
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健
康
と
福
祉
ふ
れ
あ
い
祭
り
 

第
24
回
土
佐
清
水
市
健
康
展
・
第
41
回
土
佐
清
水
市
社
会
福
祉
大
会
 

〜
街
頭
募
金
に
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
〜
 

 赤
い
羽
根
共
同
募
金
 

〜
さ
さ
え
あ
う
福
祉
と
笑
顔
の
ま
ち
づ
く
り
〜
 

　
10
月
４
日
、
「
平
成
20
年
度
 
健
康
と
福
祉
ふ
れ
あ
い
祭
り
」
が
寿
町

公
園
・
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
市
民
文
化
会
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
 

　
人
々
が
と
も
に
豊
か
な
生
活
を
送
れ
る
社
会
福
祉
の
実
現
の
た
め
、
今

年
も
「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
」
を
全
国
一
斉
に
行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
早
朝
に
降
っ
た
雨
の
た
め
「
昔

あ
そ
び
大
会
」
は
公
民
館
で
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
が
、
寿
町
公
園

に
は
約
１
０
０
人
の
方
が
集
ま
り
、

あ
し
ず
り
港
ま
で
の
往
復
６
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
を
歩
く
「
健
康
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
」
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
後
は
、
食

生
活
改
善
推
進
員
の
皆
さ
ん
の
協

力
で
振
る
舞
わ
れ
た
お
に
ぎ
り
や

豚
汁
、
ぜ
ん
ざ
い
で
疲
れ
た
体
を

癒
し
ま
し
た
。
 

　
ほ
か
に
も
、
さ
ん
ご
は
う
す
、

い
き
い
き
サ
ロ
ン
等
の
出
店
や
健

康
相
談
を
は
じ
め
、
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
内
で
の
体
力
診
断
、
血
液

さ
ら
さ
ら
度
、
体
脂
肪
率
チ
ェ
ッ

ク
な
ど
で
自
分
の
健
康
状
態
を
調

べ
ま
し
た
。
 

　
午
後
か
ら
は
「
第
41
回
社
会
福

祉
大
会
」
が
市
民
文
化
会
館
で
約

３
０
０
人
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
 

　
中
浜
小
学
校
児
童
に
よ
る
「
地

域
と
と
も
に
活
動
す
る
」
取
り
組

み
や
、
下
ノ
加
江
中
学
校
生
徒
に

よ
る
「
カ
メ
の
保
護
活
動
」
に
つ

い
て
体
験
発
表
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

ア
テ
ラ
ー
ノ
旭
代
表
の
山
中
雅
子

さ
ん
に
よ
る
「
住
民
自
ら
が
取
り

組
む
地
域
づ
く
り
」
と
題
し
た
事

例
発
表
や
、
地
域
住
民
に
よ
る
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
、
地
域
福
祉
活
動
に
つ
い
て
熱

心
に
話
し
あ
い
ま
し
た
。
 

　
10
月
１
日
、

え
ぶ
り
で
ぃ
キ

ッ
チ
ン
、
サ
ニ

ー
マ
ー
ト
、
プ

ラ
ザ
・
パ
ル
、

み
や
む
ら
ス
ト

ア
ー
店
頭
で
、

婦
人
会
、
清
水
中
生
徒
会
、
三
崎

中
生
徒
会
、
福
祉
団
体
関
係
者
等
、

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
募

金
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

　
皆
様
の
あ
た
た
か
い
善
意
に
よ
り
、

７
万
３
千
８
７
５
円
の
募
金
を
お
寄

せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

市内遠隔地の集落に市職員が出向いて行く 

巡回行政サービスを実施しています 
 企画広報室  　（82）1111内線２１２  

　今年度最終の巡回行政サービスを下記の
日程で行います。 
　市税の収受、住民票･戸籍等の交付申請（後
日郵送になります）、保険証の再交付申請（後
日郵送になります）等をお預かりしたり、市
へのご意見やご要望もおうかがいします。
ぜひご利用ください。 

11月実施予定表 
日 

25（火） 

26（水） 

27（木） 

28（金） 

場　　　所 時　　間 
立 石 集 会 所  
大 川 内 集 会 所  
坂 井 集 会 所  
横 峯 集 会 所  
松 山 地 区（ 訪 宅 ） 
鳥 渕 集 会 所  
藤ノ川 地 区（ 訪 宅 ） 
木ノ川 地 区（ 訪 宅 ） 
珠々玉 地 区（ 訪 宅 ） 
有 永 地 区（ 訪 宅 ） 

９：３０ ～ １０：００ 
１０：４０ ～ １１：１０ 
９：３０ ～ １０：２０ 
１０：４０ ～ １１：１０ 
１１：２０ ～ １１：５０ 
９：３０ ～ １０：００ 
１０：１０ ～ １０：４０ 
９：３０ ～   ９：５０ 

１０：００ ～ １２：００ 
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平
成
20
年
度
 

秋
の
交
通
安
全
運
動
 

実
施
 

　
平
成
20
年
度
「
秋
の
交
通
安
全
運
動
」
が
、
９
月
21
日
か
ら
30
日
に
か

け
て
実
施
さ
れ
、
交
通
茶
屋
や
各
種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
交
通
安
全
教
室
な

ど
の
活
動
を
通
し
て
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
 

交
通
茶
屋
 

　
９
月
22
日
、
交
通
安
全
市
民
会

議
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
て
、
下

ノ
加
江
市
野
瀬
で
交
通
茶
屋
を
行

い
ま
し
た
。
 

　
土
佐
食
　
提
供
の
姫
か
つ
お
、

Ｊ
Ａ
は
た
三
崎
支
所
提
供
の
お
餅
、

ヤ
ク
ル
ト
、
チ
ラ
シ
等
を
配
布
し
、

道
行
く
ド
ラ
イ
バ
ー
に
安
全
運
転

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
 

 
 

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
清
掃
 

交
通
安
全
協
会
支
部
表
彰
 

　
９
月
24
日
、
清
水
警
察
署
、
交

通
安
全
協
会
、
県
土
木
、
安
管
協
、

交
通
安
全
指
導
員
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
な
ど
か
ら
25
名
が
参

加
し
、
足
摺
半
島
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ

ー
を
清
掃
し
な
が
ら
支
柱
の
腐
食

や
危
険
箇
所
の
点
検
を
行
い
ま
し

た
。
 

 
ま
た
、
一
般
個
人
20
名
、
清
水

高
校
生
15
名
が
優
良
ド
ラ
イ
バ
ー

と
し
て
交
通
安
全
協
会
支
部
か
ら

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
 

高
齢
者
一
万
人
訪
問
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
 

 
９
月
25
日
、
市
内
の
高
齢
者
宅

を
中
心
に
訪
問
し
て
、
交
通
安
全

を
呼
び
か
け
、
意
識
の
高
揚
を
図

り
ま
し
た
。
 

 迷
惑
駐
車
追
放
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
 

飲
酒
運
転
追
放
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
 

　
９
月
26
日
、
市
街
地
の
裏
通
り

を
中
心
に
パ
ト
カ
ー
や
消
防
車
な

ど
５
台
が
参
加
し
て
、
駐
車
禁
止

区
域
や
狭
い
道
の
駐
車
車
両
に
チ

ラ
シ
を
挟
み
、
緊
急
車
両
の
通
行

の
妨
げ
と
な
る
違
法
駐
車
の
追
放

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
清
水
警
察
署
、
交
通
安

全
協
会
、
交
通
安
全
指
導
員
が
参

加
し
て
、
飲
酒
運
転
の
危
険
性
や

反
社
会
性
、
責
任
の
重
大
さ
を
理

解
し
て
も
ら
う
た
め
、
市
内
の
飲

食
店
に
チ
ラ
シ
や
、
ハ
ン
ド
ル
キ

ー
パ
ー
の
コ
ー
ス
タ
ー
等
を
配
り
、

飲
酒
運
転
根
絶
の
啓
発
活
動
を
行

い
ま
し
た
。
 

 
 

高
齢
者
交
通
安
全
教
室
 

　
９
月
30
日
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
さ
ざ
な
み
で
清
水
警
察
署
・

高
齢
者
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
地
域
安

全
協
会
が
ビ
デ
オ
と
講
話
で
高
齢

者
の
交
通
安
全
と
多
発
す
る
振
込

詐
欺
等
へ
の
防
犯
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。
 

10月20日、特別養護老人ホームしおさいで、四重奏グループ

「エルスール」とオカリナ・ケーナ奏者の大目真壱さんの共演す

る『ふれあい出前コンサート』が開かれました。 

これは、コンサートに行く機会が少ない入所者の皆さんに生

の演奏を楽しんでいただき、地域とのふれあい・交流を深めよ

うと「よんでんグループ」が主催したものです。 

会場となったホールには、入所者をはじめ、地域の方々など

約100人が集まり、クラシックから歌謡曲～童謡～南米民族音

楽とバリエーション豊かな曲目に聞き入り、知っている曲に合

わせて口ずさんだり、手拍子を合わせて楽しむ姿がありました。 

しおさいで出前コンサート 
Sn a p  S h o t  !  S n a p  S h o t  !  S n a p  S h o t  !  
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子
ど
も
の
セ
ミ
ナ
ー
開
催
 

小
学
生
の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
開
催
 

〜
自
然
の
中
で
友
情
を
深
め
る
〜
 

あ
し
ず
り
ま
つ
り
 

　
9
月
13
日
か
ら
14
日
の
２
日
間
、
松
尾
の
唐
人
駄
場
で
、
市
内
の
小
学

生
39
名
が
参
加
し
て
「
子
供
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
（
キ
ャ
ン
プ
）
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
の
事
業
は
、
「
豊
か
な
自
然

の
中
で
共
に
行
動
す
る
こ
と
で
、

新
た
な
友
情
を
深
め
る
」
こ
と
を

目
的
に
青
年
会
議
所
の
主
催
で
毎

年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
初
日
は
、
採
取
し
た
草
や
花
を

使
っ
て
ハ
ン
カ
チ
を
染
め
る
「
草

木
染
」
に
挑
戦
。
白
い
ハ
ン
カ
チ

が
沸
き
立
つ
鍋
の
中
で
グ
リ
ー
ン
、

イ
エ
ロ
ー
、
ピ
ン
ク
と
多
彩
な
色

に
染
ま
っ
て
い
く
様
子
を
興
味
深

く
眺
め
て
い
ま
し
た
。
 

　
夕
食
は
、
飯
ご
う
で
炊
い
た
ご

飯
と
カ
レ
ー
、
そ
し
て
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
。
そ
の
後
は
、
唐
人
駄
場
の

自
然
の
中
、
テ
ン
ト
で
眠
る
ま
さ

に
キ
ャ
ン
プ
の
醍
醐
味
！
 

　
翌
日
、
高
齢
者
の
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
施
設
「
桜
の
園
」
に
移
動
し
、

地
元
の
方
々
の
協
力
を
得
て
餅
つ

き
を
体
験
し
ま
し
た
。
 

　
つ
き
た
て
の
お
餅
は
、
草
木
染

の
ハ
ン
カ
チ
を
添
え
て
施
設
を
利

用
す
る
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
。
敬
老
の
日
を
前
に
、
子

供
た
ち
か
ら
の
手
作
り
の
贈
り
物

を
受
け
取
り
、
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ

る
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
 

　
市
内
の
小
学
生
に
「
あ
し
ず
り

ま
つ
り
」
の
思
い
出
を
絵
画
で
残

し
て
も
ら
お
う
と
、
あ
し
ず
り
ま

つ
り
実
行
委
員
会
主
催
の
「
第
８

回
あ
し
ず
り
ま
つ
り
絵
画
コ
ン
ク

ー
ル
」
が
開
催
さ
れ
、
10
月
11
日
、

中
央
町
え
ぶ
り
で
い
キ
ッ
チ
ン
で

優
秀
作
品
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
 

　
応
募
総
数
１
６
０
点
の
中
か
ら

清
水
小
学
校
６
年
生
の
田
村
俊
法

さ
ん
の
作
品
が
特
選
に
、
10
名
が

入
選
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
 

　
受
賞
し
た
皆
さ
ん
に
は
、
あ
し

ず
り
ま
つ
り
実
行
委
員
会
か
ら
表

彰
状
と
文
具
券
が
、
ま
た
、
大
阪

海
遊
館
か
ら
特
選
に
ジ
ン
ベ
エ
ザ

メ
の
ぬ
い
ぐ
る
み
、
入
選
に
同
館

の
無
料
親
子
入
場
券
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
 

【特選（ 1名）】田村 俊法さん（清水小6年） 

【入選（10名）】 

倉松　　 　さん（中浜小1年）   大塚くるみ さん（中浜小1年） 

松岡　実季 さん（清水小2年）   佐竹こなみ さん（清水小2年） 

中平　莉沙 さん（下川口小2年）山本　亜子 さん（下ノ加江小2年） 

横山　姫加 さん（中浜小2年）   門田　覚　 さん（清水小3年） 

西森　柚貴 さん（宗呂小4年）   井村　光　 さん（宗呂小4年） 

Sn a p  S h o t  !  
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土
佐
清
水
市
美
術
展
覧
会
 

第
48
回
 

　
秋
の
恒
例
「
土
佐
清
水
市
美
術
展
覧
会
」
が
、
10
月
10
日
か
ら
15
日
の

期
間
、
市
民
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
今
回
は
、
洋
画
76
点
、
日
本
画
23
点
、
書
道
43
点
、
写
真
59
点
、
工
芸

35
点
の
計
２
３
６
点
の
作
品
が
出
展
さ
れ
、
審
査
員
と
し
て
、
入
交
啓

（
洋
画
）、
市
川
雅
彦（
日
本
画
）、
和
田
大
康（
書
道
）、
津
野
廣
幸（
写
真
）

大
野
良
一（
工
芸
）の
各
氏
が
審
査
し
、
次
の
と
お
り
入
賞
作
品
が
決
ま
り

ま
し
た
。
 

◆
特
選
市
長
賞
◆
 

○
洋
画
の
部
 

　
 

山
崎
 
利
美
（
三
　
崎
）
 

○
日
本
画
の
部
 

　
 

倉
松
 
富
三
（
旭
　
町
）
 

○
書
道
の
部
 

　
 

中
内
 
鳴
鳳
（
高
知
市
）
 

○
写
真
の
部
 

　
 

浦
岡
 
博
　
（
広
島
市
）
 

○
工
芸
の
部
 

　
　
 

原
由
喜
子
（
浦
　
尻
）
 

◆
特
選
議
長
賞
◆
 

○
洋
画
の
部
 

　
 

井
上
 
明
敏
（
小
江
町
）
 

○
書
道
の
部
 

　
 

篠
田
 
江
風
（
緑
ケ
丘
）
 

○
写
真
の
部
 

　
 

林
　
 
千
博
（
津
　
呂
）
 

◆
特
選
教
育
長
賞
◆
 

○
洋
画
の
部
 

　
 

岡
林
 
清
美
（
貝
ノ
川
）
 

○
写
真
の
部
 

　
 

上
田
 
章
夫
（
四
万
十
市
）
 

◆
褒
状（
商
工
会
議
所
会
頭
賞
）◆
 

○
洋
画
の
部
 

　
 

田
中
 
千
盛
（
中
　
浜
）
 

○
日
本
画
の
部
 

　
 

上
原
 
裕
子
（
松
　
尾
）
 

○
書
道
の
部
 

　
 

川
並
は
る
な
（
越
前
町
）
 

○
写
真
の
部
 

　
 

山
田
 
隆
子
（
浦
　
尻
）
 

○
工
芸
の
部
 

　
 

下
元
か
お
る
（
宿
毛
市
）
 

◆
褒
　
状
◆
 

○
洋
画
の
部
 

　
 

坂
下
 
生
来
（
以
布
利
）
 

　
 

中
村
 
空
夢
（
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
） 

　
 

吉
永
由
加
利
（
厚
生
町
）
 

　
 

山
崎
 
拓
夫
（
中
　
浜
）
 

　
 

安
岡
 
優
鶴
（
窪
　
津
）
 

　
 

岡
本
 
英
香
（
栄
　
町
）
 

○
日
本
画
の
部
 

　
 

仮
谷
 
薫
　
（
以
布
利
）
 

　
 

亀
谷
 
安
子
（
加
久
見
）
 

　
 

中
村
 
勝
子
（
松
　
尾
）
 

○
書
道
の
部
 

　
 

和
田
 
峯
雲
（
浦
　
尻
）
 

　
 

横
山
 
進
一
（
小
江
町
）
 

　
 

宮
地
 
里
果
（
下
ノ
加
江
）
 

　
 

尾
川
 
由
佳
（
幸
　
町
）
 

　
 

藤
本
 
灯
 
（
本
　
町
）
 

○
写
真
の
部
 

　
 

中
村
 
容
子
（
松
　
尾
）
 

　
 

松
原
 
健
男
（
天
神
町
）
 

　
 

山
崎
 
勇
　
（
越
前
町
）
 

　
 

角
田
 
和
鷹
（
越
前
町
）
 

　
 

吉
名
 
政
一
（
三
　
崎
）
 

○
工
芸
の
部
 

　
 

山
崎
 
和
夫
（
旭
　
町
）
 

　
 

大
西
 
幹
子
（
富
士
見
市
）
 

　
 

豊
田
 
守
 
（
中
央
町
）
 

◆
新
人
賞
◆
 

○
洋
画
の
部
 

　
 

山
岡
 
昭
 
（
福
山
市
）
 

　
 

渡
邊
 
英
幸
（
大
月
町
）
 

　
 

清
水
 
完
 
（
流
山
市
）
 

○
日
本
画
の
部
 

　
 

藤
井
 
正
勝
（
元
　
町
）
 

○
書
道
の
部
 

　
 

清
水
 
相
里
（
小
江
町
）
 

○
写
真
の
部
 

　
 

佐
々
木
 
孝
（
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
） 

○
工
芸
の
部
 

　
 

渡
辺
 
玉
美
（
寿
　
町
）
 

◆
無
鑑
査
証
◆
 

○
洋
画
の
部
 

　
 

森
本
智
香
男
（
旭
　
町
）
 

　
 

前
田
不
二
夫
（
下
益
野
）
 

○
日
本
画
の
部
 

　
 

久
松
 
稜
子
（
寿
　
町
）
 

○
書
道
の
部
 

　
 

橘
　
 
黄
華
（
高
知
市
）
 

　
 

小
野
 
美
和
（
四
万
十
市
）
 

○
写
真
の
部
 

　
 

山
岡
 
征
治
（
幸
　
町
）
 

○
工
芸
の
部
 

　
 

田
中
 
聡
子
（
松
　
尾
）
 

 
 

11

■小児科診療をしています。 
　　　渦　正司 先生　毎週（月）～（土） 

第一内科 
 

老年病科  
〔 第  1  〕 

皮 膚 科 

眼 科  
泌 尿 器 科  
整形外科〔第１・２・４・５〕 
老年病科〔第１・3・５〕 
耳鼻科〔第2・４・５〕 
第ニ内科〔第２・３〕 
第 三 内 科〔 第 3 〕 
心 療 内 科〔 第 4 〕 

眼 科  

耳鼻科〔第2〕 

整 形 外 科  

老年病科〔第1〕 
 
 

http://www.inan-hp.jp/

詳しくはホームページをご確認ください。 
看護師・理学療法士・介護職員・登録ヘルパー 
随時募集しています。（４週８休制）担当：上岡 

お問い合わせは 
メール：taro-kamioka@inan-hp.jp
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清
医
会
だ
よ
り
「
元
気
が
一
番
」 

地
域
医
療
と
医
師
不
足
 

安
田
医
院
　
安
田
　
琢
也
 

　
さ
て
全
国
的
な
問
題
と
な
っ

て
い
る
地
方
の
医
師
不
足
が
深

刻
に
な
っ
て
い
ま
す
。
何
故
、

こ
の
よ
う
な
問
題
が
起
こ
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
 

　
直
接
的
な
原
因
は
平
成
16
年

度
か
ら
の
新
臨
床
研
修
制
度
で

す
。
こ
の
制
度
が
義
務
化
さ
れ

新
人
医
師
の
勤
務
先
が
大
病
院

な
ど
に
限
定
さ
れ
て
地
方
の
病

院
で
は
勤
務
し
辛
く
な
っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。 

　
給
料
が
良
く
て
華
や
か
な
都

会
の
（
大
）
病
院
を
希
望
す
る

の
は
当
然
で
す
。
地
方
の
医
療

は
過
酷
、
当
直
の
日
数
が
多
い
、

趣
味
や
家
庭
を
犠
牲
に
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。
そ
し
て
、
高

度
な
医
療
を
め
ざ
す
な
ら
都
会

の
高
度
な
医
療
機
器
が
あ
る
病

院
が
良
い
。
皆
、
そ
う
思
い
ま

す
。 

　
私
も
そ
の
一
人
で
し
た
。
関

東
の
大
学
の
付
属
病
院
の
放
射

線
科
に
就
職
し
ま
し
た
。
そ
こ

に
は
Ｃ
Т
・
エ
コ
ー
・
血
管
撮

影
の
機
器
が
あ
り
、
ま
だ
手
探

り
状
態
で
医
師
も
少
な
く
自
由

に
使
わ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

　
１
年
経
っ
て
、
何
か
が
足
り

な
い
と
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
診
断
は
す
る
が
治
療
は

し
な
い
と
い
う
医
師
と
し
て
の

臨
床
経
験
の
欠
如
で
す
。
治
療

を
し
た
い
、
と
の
思
い
で
数
年

後
に
外
科
の
門
を
叩
き
ま
し
た
。

５
年
の
臨
床
経
験
で
地
域
医
療

に
自
信
を
持
ち
ま
し
た
。
そ
こ

に
父
親
が
脳
梗
塞
で
倒
れ
た
と

の
報
・
・
・
。
仕
方
な
く
家
業

を
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
辛
い
も
ん
で
す
。
夜
中
の
往

診
、
24
時
間
体
制
・
・
・
。 

 　
土
佐
清
水
市
か
ら
医
師
が
確

実
に
減
っ
て
い
ま
す
。
各
医
療

機
関
の
重
責
は
辛
く
て
厳
し
い

も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
頻
回

の
休
日
当
番
に
当
直
。
医
師
達

の
疲
労
は
も
う
限
界
に
来
て
い

ま
す
。 

　
何
か
名
案
は
無
い
も
の
で
し

ょ
う
か
。
若
い
医
師
が
来
た
い
、

働
き
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
魅

力
は
無
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
あ
り
ま
す
よ
、
海
で
す
、
山

で
す
、
川
で
す
。 

　
釣
り
好
き
の
医
師
は
意
外
と

多
く
い
ま
す
。
休
日
に
は
多
く

の
医
師
達
が
土
佐
清
水
で
釣
り

を
し
て
い
ま
す
。
過
酷
な
勤
務

条
件
さ
え
無
け
れ
ば
働
き
に
来

て
く
れ
る
は
ず
で
す
。 

　
こ
れ
ま
で
も
数
名
の
医
師
が

各
医
療
機
関
で
勤
務
し
て
く
れ

ま
し
た
が
・
・
・
。
や
は
り
勤

務
条
件
や
家
族
の
事
情
な
ど
で

去
っ
て
行
き
ま
し
た
。
残
念
な

こ
と
で
す
。 

　
も
う
ひ
と
つ
は
道
路
事
情
で

し
ょ
う
か
。
須
崎
以
南
の
道
路

事
情
が
厳
し
い
、
遠
い
。
こ
れ

は
も
う
行
政
に
頑
張
っ
て
い
た

だ
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
私
も
高
知
市
か
ら
単
身
で
通

う
よ
う
に
な
っ
て
10
数
年
に
な

り
ま
す
。
当
初
は
２
０
０
０
年

に
は
高
速
道
路
は
中
村
ま
で
延

び
る
と
信
じ
て
い
ま
し
た
。
歳

を
重
ね
る
ご
と
に
し
ん
ど
く
な

っ
て
来
ま
し
た
。 

　
ど
う
ぞ
、
せ
め
て
私
が
生
き

て
い
る
間
に
実
現
し
て
い
た
だ

き
た
い
も
の
で
す
。 

　
そ
の
頃
に
は
元
気
な
土
佐
清

水
市
が
あ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。 

株式会社　 西村ダイカスト 

本社工場　埼玉県川越市大字下赤坂６８－９　TEL049-244-5623　／ FAX049-243-5198 
第二工場  埼玉県川越市大字中福４６６－１　TEL049-220-1060　／ FAX049-220-1070 
Ｈ　　Ｐ　http://www.nishimura-dc.com   　 E-mail  nishimura@nishimura-dc.com 
 

代表取締役　　西　村　暢　夫 
デ ジ タ ル カ メ ラ ・ 携 帯 電 話 ・ 各 電 機部品の製造販売  

詳しくはホームページをご覧下さい。 
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土
佐
清
水
市
議
会
だ
よ
り 

第 6 7 号  

発
行
　
議
長
　
形
岡
　
一 

 

○
介
護
保
険
制
度
の
改
善
を
求
め
る
意
見
書
 

（
要
旨
）
　
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る
者
が
安
心
し
て
利
用
で
き
、
介
護
職
員
が
い
き
い
き
と
働
き

続
け
ら
れ
る
環
境
整
備
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
介
護
報
酬
の
引
き
上
げ
、
人
員
配
置
基
準
の

見
直
し
や
、
必
要
な
介
護
が
適
切
に
保
障
さ
れ
る
制
度
へ
の
改
善
、
介
護
保
険
に
対
す
る

国
の
負
担
を
大
幅
に
増
や
す
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
 

  ９
月
定
例
会
は
、
９
月
９
日
か

ら
９
月
22
日
ま
で
の
14
日
間
の
会

期
で
開
催
、
市
長
か
ら
報
告
案
件

３
件
、
議
案
14
件
、
諮
問
３
件
、

同
意
案
１
件
が
提
出
さ
れ
、
平
成

19
年
度
土
佐
清
水
市
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
な

ど
、
平
成
19
年
度
の
各
会
計
の
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定
案
６
件
を
閉

会
中
の
継
続
審
査
と
し
た
ほ
か
、

す
べ
て
認
定
・
可
決
・
同
意
さ
れ

ま
し
た
。
 

一
般
質
問
は
、
９
月
16
日
か
ら

18
日
の
３
日
間
行
わ
れ
、
９
人
の

議
員
が
質
問
に
立
ち
、
教
育
問
題
、

足
摺
テ
ル
メ
等
に
つ
い
て
質
問
戦

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
 

初
日
に
は
、
正
副
議
長
選
挙
、

常
任
委
員
会
及
び
議
会
運
営
委
員

会
委
員
の
改
選
が
行
な
わ
れ
、
議

会
の
新
た
な
組
織
が
決
定
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
最
終
日
に
は
議
員
か
ら

提
出
の
あ
っ
た
「
介
護
保
険
制
度

の
改
善
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

に
つ
い
て
」
も
原
案
の
と
お
り
可

決
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。
 

 第
１
回
臨
時
会
は
10
月
６
日
開

催
さ
れ
、
地
方
再
生
モ
デ
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
の
新
会
社
へ
の
出

資
に
係
る
平
成
20
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て
、

審
議
し
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
 

意
　
見
　
書
 
次
の
意
見
書
を
関
係
省
庁
等
に
提
出
し
ま
し
た
。
 

 

正
副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ
 

先
の
９
月
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、正
・
副
議
長
に
選
任
し
て
い
た

だ
き
、身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
ま
す
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

今
、地
方
自
治
体
の
行
財
政
は
、小
泉
内
閣
の
三
位
一
体
改
革
以
来
、

大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
う
え
原
油
高
騰
に
続
き
物
価

高
、食
品
偽
装
等
市
民
生
活
に
大
き
な
負
担
を
与
え
る
も
の
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
 

こ
う
い
う
時
だ
か
ら
こ
そ
、執
行
部
と
議
会
が
市
政
の
両
輪
と
な

り
、市
勢
発
展
・
市
民
福
祉
の
向
上
に
向
け
、鋭
意
努
力
す
る
決
意
を

新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
 

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、ま
だ
ま
だ
多
く
の
課
題
が
山
積
し
て
お
り

ま
す
。
正
副
議
長
と
い
う
重
責
を
考
え
た
と
き
、微
力
で
あ
り
ま
す

が
、こ
れ
ら
諸
課
題
の
解
決
が
図
ら
れ
る
よ
う
、円
滑
な
議
会
運
営
に

努
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
 

皆
様
の
ご
尽
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し

て
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

議
　
長
　
　
形
　
岡
　
一
 

副
議
長
　
　
瀧
　
澤
　
満
 

９
月
定
例
会
の
概
要
 

 

第
１
回
臨
時
会
の
概
要
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一
般
質
問
 

 

９
月
16
日
・
17
日
・
18
日
の
３
日
間
、
９
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行

い
ま
し
た
。
 

そ
れ
ぞ
れ
の
質
問
・
答
弁
の
中
か
ら
、
要
旨
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

井
村
敏
雄
　
議
員
 

森
　
一
美
　
議
員
 

       １
　
二
期
目
の
公
約
に
つ
い
て
 

 

（
質
問
） 

　
２
期
目
の
公
約
、成
果
と
課
題
は
 

 

（
答
弁
） 

公
約
は
前
向
き
に
取
組
み
、
改

善
で
き
た
と
考
え
る
。 

行
財
政
改
革
に
つ
い
て
は
、
職
員

の
削
減
に
努
め
る
と
と
も
に
、
事
業

の
民
営
化
や
委
託
は
、
ほ
ぼ
具
体

化
し
て
い
る
。 

保
育
所
・
小
学
校
の
統
廃
合
も

計
画
ど
お
り
進
行
し
て
い
る
。
　
 

自
主
財
源
の
少
な
い
本
市
は
油

断
は
許
さ
れ
ず
、
現
在
の
姿
勢
を

貫
け
ば
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ

な
が
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。 

 

（
質
問
） 

　
南
海
、
東
南
海
地
震
対
策
は
 

 （
答
弁
） 

自
主
防
災
の
組
織
化
、
避
難
道

等
確
保
、
支
援
体
制
の
確
立
、
耐

震
化
の
推
進
等
、
最
善
の
努
力
を

行
う
。 

 

（
質
問
） 

　
産
業
の
活
性
化
に
つ
い
て
（
農

林
漁
業
と
新
規
就
労
対
策
は
、
原

油
対
策
は
） 

 （
答
弁
） 

特
産
品
作
り
、
土
佐
食
の
活
用

等
の
事
業
を
推
進
し
て
お
り
、
市

と
農
漁
家
、
生
産
加
工
組
合
等
と

一
緒
に
汗
を
か
く
と
い
う
事
業
展
開

を
図
っ
て
い
る
。 

新
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
と
地
方
再
生

モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
産
業
活

性
化
と
雇
用
の
確
保
を
図
り
た
い
。 

原
油
対
策
に
つ
い
て
は
、
市
の
燃

油
補
助
と
国
の
支
援
策
の
申
請
指

導
を
図
る
。 

 

（
質
問
）　
 

　
子
育
て
支
援
と
福
祉
の
充
実
は
 

 （
答
弁
） 

中
学
生
ま
で
医
療
費
の
無
料
化
、

奨
学
金
制
度
、
介
護
・
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
自
己
負
担
金
の
支
援
等
を

実
施
し
て
い
る
。 

 

（
質
問
） 

　
平
成
21
年
度
教
育
環
境
日
本
一

元
年
の
姿
勢
は
 

 （
答
弁
） 

市
独
自
の
教
員
採
用
を
含
め
、

幼
児
教
育
か
ら
生
涯
教
育
ま
で
現

場
で
の
議
論
の
上
、
具
体
的
な
提

案
を
お
願
い
し
、
学
校
現
場
で
の
論

議
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

（
質
問
） 

　
清
水
第
三
土
地
区
画
整
理
事
業
は
 

 （
答
弁
） 

平
成
18
年
見
直
し
を
行
い
、
公

共
、
文
教
区
等
大
区
画
と
し
事
業

費
を
約
29
億
円
削
減
し
て
い
る
。 

３
８
，０
０
０
　
の
保
留
地
は
個

人
だ
け
で
な
く
幅
広
い
活
用
を
考

え
た
い
。 

 

（
質
問
） 

　
限
界
集
落
等
の
交
通
、
生
活
必

需
品
の
巡
回
サ
ー
ビ
ス
は
 

 （
答
弁
） 

土
佐
清
水
市
公
共
交
通
協
議
会

を
立
ち
上
げ
国
の
補
助
金
９
５
０
万

円
で
調
査
と
計
画
策
定
を
予
定
し

て
い
る
。 

巡
回
は
今
後
必
要
と
な
れ
ば
市

が
考
え
る
課
題
と
判
断
す
る
。 

 

（
質
問
） 

　
３
期
に
む
け
て
の
思
い
を
問
う
 

 

（
答
弁
） 

任
期
あ
と
８
カ
月
、
直
面
す
る

課
題
の
方
向
づ
け
は
出
来
た
が
、

行
財
政
改
革
・
モ
デ
ル
事
業
・
新

会
社
発
足
等
失
敗
の
許
さ
れ
な
い

事
業
展
開
が
求
め
ら
れ
、
福
祉
の

充
実
、
少
子
化
対
策
、
教
育
環
境

等
も
、
市
長
の
役
割
と
し
て
方
向

づ
け
と
軌
道
に
の
せ
る
責
任
が
あ

る
。
任
期
途
中
で
あ
り
や
る
べ
き

仕
事
を
全
力
で
取
り
組
み
な
が
ら

年
内
に
姿
勢
を
明
確
に
と
考
え
て

い
る
。
 

   
 １

　
農
産
物
の
生
産
コ
ス
ト

増
に
対
す
る
補
助
に
つ
い

て
 

 

（
質
問
） 

　
農
作
物
の
価
格
低
迷
と
生
産
コ

ス
ト
高
に
農
家
は
あ
え
い
で
い
る
が

支
援
で
き
な
い
か
 

 （
答
弁
） 

現
況
は
認
識
し
て
い
る
が
、
今
回

は
燃
料
高
騰
に
対
し
て
土
佐
食
か

ら
の
配
当
金
を
利
用
し
、
漁
業
者

及
び
ハ
ウ
ス
園
芸
農
家
の
燃
料
高
騰

分
を
少
し
で
も
軽
減
し
よ
う
と
す

る
取
り
組
み
で
あ
り
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
説
明
の
つ
く
支
援
策
の
提
案

が
あ
れ
ば
検
討
し
た
い
と
思
う
が
、

今
の
段
階
で
、
全
農
家
の
油
の
使

用
料
を
調
べ
て
支
援
と
い
う
こ
と
は

困
難
で
あ
る
。
　
 

  ２
　
地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け

て
、
ＣO２
取
引
で
意
識
改
革
を
 

 

（
質
問
） 

　
温
暖
化
防
止
対
策
に
向
け
て
、

CO２
取
引
を
利
用
し
て
市
民
の
意
識

改
革
を
、
ま
た
太
陽
光
発
電
設
備

設
置
に
対
す
る
融
資
は
で
き
な
い
か
 

 （
答
弁
） 

全
市
を
対
象
と
し
た
温
暖
化
防

止
対
策
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
広
報

等
を
通
じ
、
市
民
各
自
が
日
常
生

活
で
、
で
き
る
対
策
に
つ
い
て
啓
発

活
動
を
し
て
い
る
。 

市
役
所
庁
舎
内
で
は
『
庁
内
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
実
行
計
画
』

を
作
成
し
実
行
し
て
い
る
。 

市
内
の
年
間
ＣO２
発
生
量
と
吸
収

量
が
把
握
で
き
て
お
ら
ず
、
カ
ー
ボ

ン
オ
フ
セ
ッ
ト
取
引
に
つ
い
て
は
考
え

て
い
な
い
が
、
取
組
み
は
、
国
の
方

針
が
決
定
し
て
か
ら
に
な
る
。
　

　
太
陽
光
発
電
設
備
設
置
に
対
す

る
融
資
は
、
回
収
等
の
問
題
か
ら

で
き
ず
、
国
が
是
非
と
も
環
境
税

を
設
け
抜
本
的
な
対
策
を
と
る
必
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西
原
強
志
　
議
員
 

要
が
あ
る
と
考
え
る
。 

国
が
太
陽
光
発
電
設
備
へ
の
支

援
策
を
実
行
す
れ
ば
、
市
と
し
て

も
対
応
策
を
考
え
た
い
。 

  ３
　
中
学
校
統
合
計
画
案
に

つ
い
て
 

 （
質
問
） 

　
ど
う
し
て
も
統
合
が
必
要
か
 

 （
答
弁
） 

急
激
な
少
子
化
の
現
状
を
見
据

え
て
、
平
成
17
年
６
月
よ
り
「
清

水
の
教
育
新
生
プ
ラ
ン
検
討
委
員
会
」

が
、
真
に
子
ど
も
達
の
学
校
生
活

や
教
育
内
容
の
充
実
を
主
眼
に
、

中
長
期
的
展
望
に
立
っ
た
学
校
規

模
の
適
正
化
を
協
議
・
検
討
を
行

な
っ
て
い
る
。 

こ
の
中
で
、
中
学
校
は
、
平
成

24
年
度
を
統
合
の
目
標
年
度
と
し

て
、
５
つ
の
中
学
校
を
一つ
の
中
学
校

と
す
る
等
を
目
標
に
掲
げ
て
い
る
が
、

保
護
者
や
地
域
の
皆
様
の
理
解
が

第
一
で
あ
る
の
で
、
平
成
21
年
度
よ

り
、
生
徒
数
の
見
込
み
や
小
規
模

校
の
メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ
ト
等
を
説

明
し
た
上
で
、
協
議
を
願
い
、
理

解
を
頂
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

  
  

  １
　
足
摺
テ
ル
メ
の
経
営
に

つ
い
て
（
議
案
第
39
号
観
 

光
振
興
費
貸
付
金
足
摺
テ

ル
メ
追
加
貸
付
に
つ
い
て
） 

 （
質
問
） 

　
追
加
貸
付
の
必
要
性
は
何
時
頃

判
明
し
た
の
か
、分
析
は
し
た
の
か
 

 （
答
弁
） 

追
加
貸
付
の
必
要
性
が
判
明
し

た
の
は
７
月
の
始
め
。 

20
年
度
営
業
の
４
月
か
ら
６
月

の
３
カ
月
の
営
業
結
果
が
、
ガ
ソ
リ

ン
高
騰
に
よ
る
影
響
を
受
け
て
、
宿

泊
と
温
浴
合
わ
せ
て
前
年
対
比
13

％
の
減
と
な
り
、
改
善
対
策
の
資

料
を
作
成
し
８
月
５
日
の
公
社
役

員
会
に
諮
っ
た
。
　
 

さ
ら
に
８
月
15
日
に
公
社
役
員

会
を
開
催
し
10
月
か
ら
向
こ
う
６

カ
月
間
の
改
善
計
画
を
示
し
、
了

解
の
も
と
理
事
長
か
ら
市
長
に
追

加
貸
付
を
申
し
入
れ
た
。 

 

（
質
問
） 

　
テ
ル
メ
に
つ
い
て
は
、
施
設
使
用

料
年
間
１
，３
０
０
万
円
、
運
転
資

金
１
，２
０
０
万
円
、
今
回
の
追
加

貸
付
分
５
０
０
万
円
、
総
合
計
３
，

０
０
０
万
円
が
テ
ル
メ
か
ら
本
市
に

返
済
さ
れ
る
お
金
と
思
う
が
如
何
 

 

（
答
弁
） 

貸
付
金
・
使
用
料
に
つ
い
て
は
21

年
３
月
末
ま
で
の
返
済
期
限
と
な
っ

て
い
る
。 

 

（
質
問
） 

　
追
加
貸
付
を
実
行
し
て
も
契
約

終
了
ま
で
の
６
カ
月
間
で
３
，０
０

０
万
円
。
月
額
５
０
０
万
円
の
返

済
に
な
る
が
、
単
純
計
算
し
て
も

必
要
経
費
以
外
に
５
０
０
万
円
の

利
益
が
い
る
。
返
済
の
自
信
は
あ

る
か
 

 

（
答
弁
） 

８
月
繁
忙
期
の
ク
ー
ポ
ン
券
入
金

分
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
・
企
業

訪
問
・
中
四
国
の
バ
ス
会
社
の
訪
問

等
で
黒
字
に
向
け
、
最
大
限
努
力

し
て
ま
い
り
た
い
。 

 

（
質
問
） 

　
追
加
貸
付
に
運
転
資
金
等
に
対

す
る
人
的
・
物
的
担
保
は
あ
る
の
か
 

 （
答
弁
） 

追
加
貸
付
の
５
０
０
万
円
に
つ
い

て
は
公
社
理
事
長
の
副
市
長
以
下

３
名
の
理
事
に
よ
る
も
の
と
し
、
当

初
の
１
，２
０
０
万
円
は
理
事
長
名

で
借
用
書
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。

　
物
的
保
証
は
付
け
て
お
り
ま
せ
ん
。 

 

（
質
問
） 

　
テ
ル
メ
は
重
要
な
観
光
資
源
で

あ
り
、
赤
字
の
た
め
、
現
在
従
業

員
の
減
員
、
賃
金
カ
ッ
ト
も
聞
い
て

お
り
ま
す
。
経
営
責
任
・
従
業
員

の
身
分
保
障
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ

た
い
 

 （
答
弁
） 

平
成
21
年
４
月
に
一
定
の
整
理

を
し
た
上
で
新
し
い
指
定
管
理
を

公
募
し
、
よ
り
よ
い
形
で
経
営
を
し

て
貰
う
の
が
良
い
と
考
え
て
い
る
。

　
従
業
員
に
つ
い
て
は
新
し
く
公
募

の
際
に
身
分
の
確
保
が
出
来
る
よ

う
検
討
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。 

   
 １

　
行
財
政
改
革
と
財
政
運

用
に
つ
い
て
 

 

（
質
問
） 

　
清
水
第
三
土
地
区
画
整
理
事
業

に
多
額
の
貸
付
金
を
財
源
と
し
て

財
政
運
用
を
図
っ
て
い
る
が
、
こ
の

よ
う
な
財
政
運
用
は
計
画
的
に
解

消
を
図
る
べ
き
と
思
う
が
 

 （
答
弁
） 

貸
付
金
に
つ
い
て
は
、
今
は
保
留

地
の
処
分
が
出
来
な
い
が
処
分
可

能
に
な
れ
ば
保
留
地
の
処
分
に
よ

り
処
理
で
き
る
と
認
識
し
て
い
る
。 

平
成
18
年
２
月
に
計
画
の
抜
本

的
な
見
直
し
、
事
業
費
の
削
減
を

図
り
、
費
用
対
効
果
か
ら
市
民
に
一

定
の
評
価
を
得
な
が
ら
終
了
す
る

見
通
し
が
つ
い
て
い
る
。 

市
か
ら
貸
付
を
す
る
と
い
う
ル
ー

ル
で
実
施
し
て
き
た
が
、
こ
れ
か
ら

も
継
続
し
保
留
地
が
売
却
さ
れ
次

第
貸
付
金
は
解
消
出
来
る
し
、
市

の
借
金
に
あ
た
ら
な
い
と
認
識
し
て

い
る
。 

  

（
質
問
）　
 

　
事
務
費
に
つ
い
て
は
一
般
財
源
を

充
当
し
事
業
実
施
を
図
る
べ
き
で

な
い
か
 

 （
答
弁
） 

人
件
費
及
び
事
務
費
は
貸
付
金

を
も
っ
て
処
置
し
、
最
終
的
に
は
保

留
地
の
処
分
で
解
決
し
た
い
。 

　
 

岡
 
宣
男
　
議
員
 



平成２０年１１月号  広

報

 

小
川
豊
治
　
議
員
 

２
　
市
議
会
議
員
の
報
酬
の

引
き
下
げ
に
つ
い
て
 

 

（
質
問
） 

　
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
定
期

的
な
開
催
と
、
代
表
さ
れ
る
委
員

の
皆
様
か
ら
ど
の
よ
う
な
意
見
や

考
え
が
あ
る
の
か
聞
い
て
み
て
は
と

思
う
が
 

　
 

（
答
弁
） 

諮
問
委
員
会
は
必
要
が
あ
る
時

に
必
要
の
あ
る
項
目
に
つ
い
て
諮
問

し
答
申
を
頂
き
、
最
終
的
に
決
定

を
す
る
。 

必
要
を
感
じ
て
い
な
い
の
に
開
催

し
、
話
を
伺
う
と
い
う
こ
と
は
、

諮
問
委
員
会
の
性
格
か
ら
し
て
も

定
期
的
な
開
催
と
い
う
こ
と
に
は
な

ら
な
い
。 

 
 ３

　
職
員
の
早
期
退
職
に
つ

い
て
 

 

（
質
問
） 

　
職
員
の
早
期
退
職
に
つ
い
て
昨

年
同
様
希
望
者
を
募
る
際
に
周
知

徹
底
を
図
っ
て
お
く
べ
き
で
あ
る
と

思
う
が
 

　
 

（
答
弁
） 

早
期
退
職
は
、
昨
年
度
ま
で
は

募
集
し
た
が
市
財
政
の
た
め
に
職

員
数
の
削
減
は
さ
け
て
と
お
れ
な
い

し
、
退
職
者
の
二
分
の
一
補
充
を
原

則
に
採
用
し
て
き
た
が
、
国
の
要

請
を
大
き
く
上
回
る
削
減
が
で
き
た
。

こ
の
ま
ま
い
く
と
二
分
の
一
補
充
で
は

職
員
が
回
ら
な
い
と
い
う
状
況
に
な

る
。 早

期
退
職
は
、
市
の
方
に
募
集

す
る
必
要
性
が
あ
り
優
遇
策
を
と
っ

て
き
た
の
で
あ
っ
て
、
必
要
性
が
な

い
の
に
優
遇
策
を
と
る
こ
と
に
は
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
該
当
す
る

職
員
に
は
、
理
解
を
得
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。 

  
  １

　
市
民
セ
ン
タ
ー
業
務
等

に
つ
い
て
 

 

（
質
問
） 

　
支
所
か
ら
市
民
セ
ン
タ
ー
と
な

り
職
員
が
一
名
減
と
な
っ
た
が
支
障

は
な
い
か
 

 （
答
弁
） 

業
務
内
容
に
相
違
は
な
く
、
日
々

の
業
務
に
支
障
が
あ
る
と
の
報
告
は

受
け
て
い
な
い
。 

 

（
質
問
） 

　
住
民
票
等
の
交
付
の
際
、
本
庁

と
同
じ
よ
う
に
領
収
書
の
発
行
を

す
べ
き
で
あ
る
 

 

（
答
弁
） 

手
数
料
の
受
領
の
際
、
領
収
書

の
発
行
は
当
然
で
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
、
公
平
の
原
則
か
ら
し
て
も

早
急
に
発
行
す
る
。 

 

（
質
問
） 

　
遠
隔
地
に
お
け
る
巡
回
サ
ー
ビ

ス
の
現
状
と
実
績
は
 

 （
答
弁
） 

昨
年
４
月
よ
り
10
地
区
を
対
象

に
職
員
３
名
で
実
施
し
て
い
る
。 

19
年
度
は
４
回
実
施
で
延
べ
１
０

２
人
の
参
加
。
20
年
度
は
２
回
58

人
で
主
に
道
路
や
有
害
鳥
獣
等
に

関
す
る
相
談
で
あ
る
。 

訪
問
回
数
は
区
長
と
協
議
を
し

て
今
後
も
継
続
を
す
る
。 

 
 ２

　
塵
芥
問
題
に
つ
い
て
 

 

（
質
問
） 

　
ご
み
袋
値
上
げ
後
市
民
の
反
応
は
 

 （
答
弁
） 

事
前
に
広
報
等
で
周
知
し
て
実
施
、

袋
に
く
く
り
し
ろ
を
も
う
け
容
量

を
大
き
く
し
た
た
め
市
民
か
ら
も

新
袋
に
対
す
る
評
判
も
よ
く
値
上

げ
は
理
解
し
て
頂
い
て
い
る
と
判
断

し
て
い
る
。 

 

（
質
問
） 

　
ご
み
処
理
に
要
す
る
経
費
は
 

 （
答
弁
） 

19
年
度
の
ご
み
の
総
排
出
量
は
、
７
，

０
３
８
ト
ン
で
あ
り
、
収
集
委
託
料

９
，３
３
４
万
円
、
施
設
整
備
費
６
，

３
５
３
万
円
施
設
運
営
費
等
で
年
１

億
６
，２
２
６
万
円
か
か
っ
て
い
る
。 

 
     （

質
問
） 

　
廃
棄
物
減
量
推
進
委
員
の
活
動

と
市
民
へ
の
減
量
化
に
向
け
て
の
Ｐ

Ｒ
状
況
は
 

 （
答
弁
） 

平
成
15
年
に
55
地
区
で
延
べ
１
，

７
７
４
名
の
分
別
作
業
を
お
願
い
し

た
。
 

現
在
は
粗
大
ご
み
集
積
所
を
重

点
地
区
に
設
け
職
員
に
よ
る
該
当

指
導
を
行
な
っ
て
い
る
。 

 

（
質
問
） 

　
家
庭
用
生
ゴ
ミ
処
理
機
購
入
に

補
助
金
を
 

 （
答
弁
） 

購
入
補
助
に
つ
い
て
は
費
用
対
効

果
な
ど
研
究
し
て
検
討
す
る
。 

 

（
質
問
） 

　
未
収
地
区
の
実
態
と
助
成
金
の

増
額
を
 

 （
答
弁
） 

未
収
地
区
は
11
地
区
62
世
帯

で
１
世
帯
当
た
り
４
，３
０
０
円
の
助

成
を
し
て
い
る
、
財
政
が
厳
し
い
時

期
で
あ
り
当
面
現
状
で
行
き
た
い
。 

 

（
質
問
） 

　
資
源
ご
み
保
管
庫
の
実
態
と
今

後
の
計
画
は
 

 （
答
弁
） 

現
在
７
カ
所
設
置
、
今
年
度
３

カ
所
を
設
置
し
計
10
カ
所
で
あ
る
。

今
後
地
元
と
協
議
を
し
な
が
ら
年

３
〜
４
カ
所
設
置
す
る
。 

    



平成２０年１１月号  広

報

 

永
野
　
修
　
議
員
 

岡
林
喜
男
　
議
員
 

  
１
　
学
力
向
上
対
策
に
つ
い
て

　
 

（
質
問
） 

　
学
校
図
書
の
充
足
状
況
と
対
策
は
 

 （
答
弁
） 

本
市
の
充
足
率
は
６
６
．７
％
（
県

平
均
３
８
．４
％
）
、
中
学
校
４
０
．

０
％
（
県
平
均
２
７
．５
％
）
で
県

平
均
を
上
回
っ
て
い
る
が
、
平
成
19

年
度
か
ら
始
ま
っ
た
「
新
学
校
図

書
５
カ
年
計
画
」
を
達
成
で
き
る
よ

う
に
対
応
す
る
。 

 

（
質
問
） 

　
学
力
テ
ス
ト
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
評
価
し
て
い
る
か
 

 （
答
弁
） 

テ
ス
ト
で
測
定
で
き
る
の
は
学
力

の
一
部
で
あ
る
こ
と
等
か
ら
テ
ス
ト
の

効
果
が
過
度
な
競
争
に
つ
な
が
ら
な

い
よ
う
に
配
慮
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。 

全
国
の
小
中
学
校
を
対
象
に
し

た
調
査
は
指
導
方
法
を
定
め
る
た

め
の
有
効
な
デ
ー
タ
ー
で
あ
る
と
考

え
る
。 

 

（
質
問
） 

　
市
長
は
「
子
ど
も
た
ち
へ
の
投

資
は
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
位
置

づ
け
対
策
を
推
進
す
る
」
と
表
明

さ
れ
た
が
ど
の
よ
う
な
対
策
を
考

え
て
い
る
の
か
。 

 （
答
弁
） 

本
市
の
基
礎
学
力
は
全
国
水
準

を
下
回
っ
て
い
な
い
と
確
信
し
て
い
る
。 

教
育
環
境
の
整
備
は
最
重
要
課

題
と
認
識
し
て
い
る
の
で
、
平
成
21

年
度
「
教
育
環
境
日
本
一
」
を
掲

げ
推
進
し
て
参
り
た
い
。 

 
 ２

　
宗
田
節
製
造
業
（
節
納
屋
）

の
振
興
に
つ
い
て
 

 

（
質
問
） 

　
本
市
で
生
産
さ
れ
る
宗
田
節
製

造
量
の
推
移
を
問
う
 

 （
答
弁
） 

加
工
組
合
傘
下
業
者
の
生
産
量

は
平
成
15
年
度
１
，６
１
５
ト
ン
、

平
成
16
年
度
９
８
１
ト
ン
、
平
成

17
年
度
１
，３
８
４
ト
ン
、
平
成
18

年
度
９
０
９
ト
ン
で
あ
る
。 

（
質
問
）　
 

　
宗
田
節
製
造
業
の
課
題
と
対
策

を
問
う
 

 （
答
弁
） 

宗
田
節
製
造
業
は
本
市
最
大
の

製
造
業
で
あ
り
、
最
大
の
雇
用
の

場
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。 

大
岐
へ
製
造
拠
点
を
建
設
す
る

新
会
社
は
特
産
品
の
売
り
込
み
も

行
な
う
総
合
商
社
と
位
置
づ
け
て

お
り
、
中
で
も
宗
田
節
は
最
大
の

特
産
品
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
考

え
で
あ
る
。 

 
 ３

　
セ
ン
ト
ラ
ル
キ
ッ
チ
ン

に
つ
い
て
 

 

（
質
問
） 

　
厨
房
機
器
の
入
札
は
ど
の
よ
う

な
経
過
で
業
者
と
の
示
談
交
渉
で

契
約
と
な
っ
た
の
か
 

 （
答
弁
） 

業
者
７
社
に
よ
る
指
名
競
争
入

札
を
行
な
っ
た
が
１
社
は
入
札
辞
退

し
た
。 

６
社
に
よ
る
入
札
で
は
落
札
者
が

な
く
他
の
５
社
も
そ
れ
ぞ
れ
入
札

辞
退
し
た
の
で
残
っ
た
１
社
と
示
談

の
結
果
契
約
し
た
。 

 

（
質
問
） 

　
不
落
の
原
因
は
何
か
 

（
答
弁
） 

資
材
高
騰
に
伴
う
設
計
時
期
と

入
札
時
期
の
タ
イ
ム
ラ
グ
と
定
価
か

ら
の
減
下
率
の
差
に
よ
る
と
考
え
て

い
る
。 

   
 １

　「
国
保
」
資
格
証
明
書
発

行
に
つ
い
て
 

 （
質
問
） 

　
子
育
て
支
援
で
先
駆
的
立
場
に

あ
る
自
治
体
と
し
て
、
子
ど
も
に

だ
け
は
必
ず
一
般
の
被
保
険
者
証
を

交
付
す
べ
き
 

 （
答
弁
） 

保
育
所
・
学
校
現
場
等
子
ど
も

た
ち
が
医
療
費
無
料
化
の
恩
恵
を

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
る
と
す
れ

ば
考
え
る
必
要
が
あ
る
。 

 
 ２

　
教
育
問
題
に
つ
い
て
 

 

（
質
問
） 

　
教
育
課
程
は
、
学
校
現
場
が
主

体
的
に
責
任
を
持
っ
て
編
成
を
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
 

 （
答
弁
） 

今
回
の
改
訂
に
お
い
て
も
教
育
課

程
編
成
に
お
け
る
学
校
の
主
体
性

を
発
揮
す
る
必
要
性
が
引
き
続
き

強
調
さ
れ
て
い
る
。 

た
だ
し
、
学
習
指
導
要
領
、
都

道
府
県
、
市
町
村
教
育
委
員
会
の

基
準
、
指
導
、
助
言
に
基
づ
く
必

要
が
あ
る
。 

 

（
質
問
） 

　
学
習
指
導
要
領
は
、
教
育
課
程

を
編
成
す
る
際
の
基
準
に
過
ぎ
な

い
も
の
と
思
う
が
 

　
 

（
答
弁
） 

全
国
ど
こ
の
学
校
に
お
い
て
も
、

必
ず
児
童
生
徒
に
指
導
す
る
必
要

が
あ
る
と
い
う
意
味
で
、
学
習
指

導
要
領
は
、
最
低
基
準
を
示
し
て

い
る
と
考
え
て
い
る
。 

 

（
質
問
） 

　
改
訂
前
の
「
教
育
基
本
法
」
は
、

戦
前
の
教
育
は
国
家
が
に
ぎ
り
、

そ
の
「
結
果
」
の
反
省
に
立
ち
作

ら
れ
た
国
民
の
宝
で
す
。
こ
の
宝

が
「
指
導
要
領
」
等
、
管
理
体
制

強
化
に
よ
っ
て
壊
さ
れ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
大
切
に
す
べ
き
 

 （
答
弁
） 

教
育
行
政
に
携
わ
る
も
の
と
し
て

は
、
改
訂
教
育
基
本
法
の
も
と
に

教
育
を
推
進
し
て
い
く
べ
き
だ
と
考

え
て
い
る
。 
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瀧
澤
　
満
　
議
員
 

（
質
問
） 

　「
君
が
代
」
を
「
指
導
す
る
」
か

ら
「
歌
え
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
」

の
記
述
の
変
更
ま
で
し
て
い
る
が
、

戦
前
の
教
育
の
柱
に
す
え
た
「
君

が
代
」
を
教
育
に
強
制
す
る
こ
と
は
、

民
主
主
義
の
い
ま
の
時
代
に
合
わ

な
い
 

 （
答
弁
） 

指
導
要
領
の
趣
旨
を
踏
ま
え
て
、

適
切
に
指
導
す
べ
き
と
考
え
る
。 

　
 

（
質
問
） 

　「
道
徳
の
時
間
を
要
と
し
て
」
と

強
調
し
、
さ
ら
に
、「
道
徳
教
育

推
進
教
師
」
を
お
く
と
し
て
い
る
。 

　
こ
れ
ま
で
以
上
に
「
徳
育
」
道

徳
面
の
教
師
・
生
徒
へ
の
管
理
教

育
の
押
し
付
け
が
予
想
さ
れ
る
 

 （
答
弁
） 

人
間
と
し
て
生
き
て
い
く
た
め
に

必
要
な
道
徳
教
育
の
充
実
に
向
け

た
取
組
み
が
大
切
と
考
え
る
。 

 

（
質
問
）　
 

　「
教
員
免
許
法
」
は
、
凍
結
し

て
今
一
度
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
と
思
う
。 

　
こ
れ
ら
は
、
国
が
公
然
と
直
接

教
育
に
介
入
す
る
と
い
う
、
憲
法

違
反
の
改
訂
教
育
基
本
法
の
具
体

化
で
あ
る
 

 

（
答
弁
） 

こ
の
制
度
で
、
教
育
に
介
入
す

る
と
い
う
認
識
は
持
っ
て
い
な
い
。 

教
員
の
資
質
向
上
、
そ
う
い
う

面
で
は
、
必
要
な
講
習
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。 

   
          １

　
足
摺
テ
ル
メ
を
市
民
の

宝
と
し
て
生
か
せ
 

 

（
質
問
） 

　
施
設
建
設
の
目
的
は
 

　
 

（
答
弁
） 

市
民
の
健
康
と
福
祉
の
増
進
を

図
り
、
観
光
客
の
利
用
に
供
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。 

 

（
質
問
） 

　
建
設
費
の
財
源
内
訳
は
 

 （
答
弁
） 

全
体
総
事
業
費
は
38
億
３
，９

０
０
万
円
で
、
地
方
債
31
億
７
，７

０
０
万
円
、
県
補
助
１
億
円
、
市

の
一
般
財
源
が
５
億
６
，２
０
０
万
円
。 

 （
質
問
） 

　
起
債
返
済
額
（
毎
年
）
と
最
終

年
度
は
 

 （
答
弁
） 

温
浴
施
設
は
平
成
15
年
度
で
終

了
。 宿

泊
施
設
の
起
債
償
還
は
年
額

１
億
２
，４
５
３
万
円
で
、
平
成
29

年
度
が
最
終
年
度
と
な
っ
て
い
る
。 

 

（
質
問
） 

　
燃
料
費
の
推
移
（
過
去
３
年
、

温
浴
の
み
）
は
 

 （
答
弁
） 

平
成
17
年
度
１
，０
６
３
万
円
、

平
成
18
年
度
１
，８
２
５
万
円
、
平

成
19
年
度
１
，９
８
９
万
円
。 

 

（
質
問
） 

　
企
業
努
力
は
十
分
で
あ
っ
た
か
 

 （
答
弁
） 

指
定
管
理
者
の
導
入
で
、
相
当

の
経
費
が
削
減
さ
れ
て
お
り
、
企

業
努
力
の
成
果
が
上
が
っ
て
い
る
。 

大
手
旅
行
会
社
と
正
式
契
約
を

結
び
団
体
客
誘
致
に
努
め
る
と
と

も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
の
拡

充
を
図
り
、
企
画
商
品
の
販
売
を

行
っ
て
い
る
。 

温
浴
施
設
に
つ
い
て
は
近
隣
市
町

村
の
小
中
学
校
に
遠
足
な
ど
の
学

校
行
事
の
一
環
と
し
て
の
活
用
や
各

老
人
ク
ラ
ブ
参
加
の
健
康
教
室
や

回
数
券
の
販
売
促
進
期
間
を
設
け

努
力
を
し
て
い
る
。 

 

（
質
問
） 

　
サ
ー
ビ
ス
低
下
が
利
用
客
の
減

少
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
 

 （
答
弁
） 

ほ
と
ん
ど
影
響
は
無
い
も
の
と
考

え
て
い
る
。 

 

（
質
問
） 

　
市
民
の
健
康
増
進
施
設
と
し
て

の
認
識
が
薄
い
の
で
は
な
い
か
 

　
 

（
答
弁
） 

温
浴
で
の
実
情
は
、
市
民
の
一
部

と
登
録
会
員
（
１
１
５
名
）
の
利
用

者
が
主
で
、
現
状
で
は
費
用
対
効

果
と
し
て
持
ち
こ
た
え
ら
れ
な
い
状

況
と
な
っ
て
い
る
。 

 

（
質
問
） 

　
燃
料
対
策
を
行
な
え
ば
経
営
は

可
能
と
思
う
が
（
燃
料
に
薪
や
廃

材
は
利
用
で
き
な
い
か
、
林
業
者

対
策
、
山
の
活
性
化
の
面
か
ら
も
） 

 （
答
弁
） 

ボ
イ
ラ
ー
の
取
り
替
え
費
用
が
か

か
る
こ
と
、
材
料
の
安
定
供
給
が

出
来
る
か
ど
う
か
。
ま
た
新
た
に

人
件
費
が
か
か
る
こ
と
な
ど
を
考
え

る
と
困
難
性
が
あ
る
。 

 

（
質
問
） 

　
今
後
の
対
応
策
は
 

 （
答
弁
） 

テ
ル
メ
は
当
初
か
ら
か
な
り
無
理

を
承
知
で
ス
タ
ー
ト
し
た
と
考
え
る
。 

来
年
４
月
か
ら
は
新
た
な
指
定

管
理
者
の
募
集
を
行
な
う
。 

公
募
す
る
と
い
う
基
本
方
針
で
、

そ
の
際
に
赤
字
の
状
態
で
公
募
と
い

う
の
は
い
か
が
か
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
温
浴
施
設
を
一
旦
休
止
し
て
公

募
し
た
い
。 
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常 任 委 員 会  

西原　強志 

岡林　喜男 

森　　一美 

峯本　文男 

岡　　宣男 

仲田　　強 

形岡　　一 

橋本　敏男 

永野　　修 

岡林　守正 

小川　豊治 

瀧澤　　満 

仮谷　進博 

井村　敏雄 

武藤　　清 

岡林　幹造 

小川　豊治 

橋本　敏男 

岡　　宣男 

仲田　　強 

武藤　　清 

岡林　幹造 

 

 

（議　　長） 

（副 議 長） 

岡林　幹造 

西原　強志 

岡林　喜男 

永野　　修 

岡林　守正 

井村　敏雄 

橋本　敏男 

武藤　　清 

森　　一美 

小川　豊治 

岡林　喜男 

峯本　文男 

岡　　宣男 

岡林　幹造 

西原　強志 

岡林　守正 

橋本　敏男 

井村　敏雄 

理事 

理事 

監事 

理事 

理事 

理事 

理事 

理事 

理事 

監事 

○ 

△ 

○ 

△ 

○ 

△ 

○ 

△ 

議会運営 
委 員 会 

特 別 委 員 会 
市町村合併調査   

開　発　公　社 
土地開発公社 （財）開発公社 総務文教 

８人 ８人 ６人＋（２人） ８人 理事６人・監事１人 理事２人・監事１人 

○は委員長、△は副委員長 

産業厚生 

土 佐 清 水 市 議 会 各 委 員 会 名 簿 

  
１
　
融
資
制
度
に
つ
い
て
 

 

（
質
問
） 

　
行
政
が
公
益
法
人
等
へ
財
政
支

援
を
行
な
う
場
合
は
、
自
主
的
な

資
金
調
達
を
促
し
、
そ
の
範
囲
内

で
の
み
正
当
化
さ
れ
る
と
考
え
る

が
ど
う
か
 

 （
答
弁
） 

公
益
法
人
等
の
非
常
事
態
に
お

け
る
経
営
状
況
や
最
終
的
な
見
込

み
も
含
め
全
て
を
公
開
し
た
中
で
、

支
援
を
行
な
う
べ
き
か
否
か
十
分

見
極
め
た
い
。 

 

（
質
問
） 

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
【
あ

る
特
定
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て

行
な
う
融
資
】
の
活
用
を
 

 （
答
弁
） 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
よ

る
リ
ス
ク
分
散
が
有
益
か
ど
う
か
研

究
し
た
い
。 

 

（
質
問
） 

　
融
資
を
決
定
す
る
市
長
の
諮
問

機
関
と
し
て
、
そ
の
可
否
に
つ
い
て

協
議
を
行
う
融
資
審
査
委
員
会
を

設
置
し
て
は
ど
う
か
 

  

（
答
弁
） 

行
政
か
ら
の
融
資
が
必
要
で
あ

る
と
い
う
よ
う
な
状
況
に
な
れ
ば
審

査
会
の
意
見
を
求
め
る
こ
と
も
や
ぶ

さ
か
で
は
な
い
が
、
恒
常
的
に
融
資

審
査
会
を
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
考
え
て
い
な
い
。 

  
２
　
行
政
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
【
法
令
順
守
】
に
つ

い
て
（
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
に
お
け
る
内
部
統
制
を

ど
の
よ
う
に
考
え
る
） 

 

（
質
問
） 

　
公
益
保
護
法
の
施
行
を
受
け
、

条
例
や
要
綱
・
規
則
な
ど
を
制
定

す
る
こ
と
が
有
益
で
は
な
い
か
 

 （
答
弁
） 

常
日
頃
よ
り
職
員
に
対
し
、
正

し
い
告
発
・
提
言
な
ど
は
い
つ
で
も

行
な
う
よ
う
に
支
持
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
告
発
し
た
職
員
の
立

場
を
守
る
環
境
は
当
然
の
こ
と
と
し

て
整
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。 

公
益
保
護
制
度
は
そ
う
い
う
意

味
で
は
必
要
性
の
高
い
制
度
で
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
、
精
査
す
る
中

で
必
要
が
あ
れ
ば
条
例
化
に
つ
い
て

も
検
討
し
た
い
。 

 
 

（
質
問
） 

　「
倫
理
」
に
関
す
る
条
例
制
定
を
 

 （
答
弁
） 

職
員
が
倫
理
観
を
も
っ
て
勤
務
を

遂
行
す
る
こ
と
は
公
務
員
と
し
て

当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
条
例
や
規

則
で
縛
ら
な
け
れ
ば
倫
理
観
や
緊

張
感
が
保
た
れ
な
い
の
で
は
困
る
。

　
規
定
す
る
以
前
に
自
ら
の
倫
理

観
を
も
っ
て
の
対
応
を
望
む
も
の
で

あ
る
。 

  
          お

知
ら
せ
 

○
人
権
擁
護
委
員
 

　
酒
　
井
　
信
　
美
　
氏（
下
川
口
） 

　
手
　
島
　
千
代
子
　
氏（
戎
町
） 

　
福
　
重
　
晶
　
文
　
氏（
旭
町
） 

 ○
議
会
選
出
の
監
査
委
員
 

　
峯
　
本
　
文
　
男
　
氏（
下
ノ
段
） 

 人
事
案
件
と
し
て
提
案
さ
れ
、そ
れ

ぞ
れ
諮
問
・
同
意
し
ま
し
た
。
 

橋
本
敏
男
　
議
員
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○市議会を傍聴してみませんか。 

　開催日程など詳細は、事前に議会事務局

（TEL82－1112）までお問い合わせくだ

さい。 

○次回の開会予定は12月上旬です。 

　日程が決まり次第、防災行政無線でお知

らせいたします。 

地
球
温
暖
化
に
よ
り
例
年

に
な
く
厳
し
い
夏
で
し
た
。
そ

の
影
響
か
今
な
お
局
地
的
な

集
中
豪
雨
な
ど
異
常
気
象
が

続
い
て
お
り
ま
す
が
、皆
様
方

に
は
お
変
わ
り
な
く
お
過
ご

し
の
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

先
の
９
月
議
会
で
委
員
の
交

代
が
あ
り
、私
た
ち
が
議
会
だ

よ
り
編
集
委
員
と
な
り
ま
し
た
。

市
民
の
皆
様
方
に
で
き
る
限

り
の
議
会
の
情
報
を
お
届
け

し
た
い
と
の
基
本
で
編
集
を
行

い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

こ
れ
か
ら
も
市
議
会
に
対

し
貴
重
な
ご
意
見
や
提
言
を

是
非
し
て
頂
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
 

私
た
ち
も
市
勢
発
展
の
た

め
努
力
を
い
た
し
ま
す
の
で
今

後
も
ご
支
援
と
ご
指
導
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

編
集
委
員
長
　
小
川
豊
治
 

編
集
後
記
 

 

土
佐
清
水
市
議
会
だ
よ
り
　

　
　
　
編

集

委

員

会

 

　
小
川
　
豊
治
 

橋
本
　
敏
男
 

岡
 
　
宣
男
 

仲
田
　
　
強
 

武
藤
　
　
清
 

岡
林
　
幹
造
 

25日 

2日 

6日 

7日 

7日 

15日 

16日 

23日 

28日 

30日 

4日 

8日 

20日 

27日 

28日 

29日 

29日 

8日 

8日 

9日 

22日 

6日 

６月 

 

 

 

 

７月 

 

 

 

 

 

 

 

８月 

 

 

 

 

９月 

 

１０月 

土佐清水市商工会議所議員懇談会 

清水警察署存続についての協議 

竜串桜浜海水浴場海開き 

第58回社会を明るくする運動土佐清水市実施委員会 

議会だより編集委員会 

議会だより編集委員会 

高知県後期高齢者医療広域連合議会第４回臨時会（高知市） 

四国横断自動車道高知県建設促進期成会平成20年度通常総会（四万十市） 

高知県防衛協会土佐清水支部会員懇談会 

幡多六市町村議長懇談会（四万十市） 

平成20年度国道321号改良促進期成同盟会総会 

平成20年度高知県市町村議会議員研修会（高知市） 

議会運営委員会 

第112回高知県市議会議長会臨時総会（土佐市） 

総務文教常任委員会 

第32回幡多三市議会議長懇談会（宿毛市） 

産業厚生常任委員会 

清水警察署存続についての協議 

議会運営委員会 

９月定例会開会 

９月定例会閉会 

第1回臨時会 

議会日誌 
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お知らせ 

田中（五光商事）　（82）0210 ・ 小川（ピアッツア）　（82）0289 

NGO･NPO法人アジア文化交流会 担当：立田大城 　（82）2250 
足摺海洋館 　（85）0635 

　満天の星空の下、やさしいキャンドルの灯りに浮か
びあがる足摺の道をゆっくり散策してみませんか。 
※11月22日～24日・29日・30日は、キャンドル販売や 
　コンサート等のイベントも開催します。 

☆お問い合わせ☆ 
観光課　（82）1212・土佐清水市観光協会　（82）3155

　恒例の「天神バックストリート」のイルミネーシ
ョンクリスマス。日没後には色とりどりの灯りが街
並みを彩ります。12月23日（火）には、クリスマスパ
ーティーを開催します！ 
☆イルミネーション 
　一斉点灯日時：11月24日 午後5時30分～9時30分 
　平日点灯期間：11月25日～1月3日 
　　　　　　　　午後5時～9時30分 
※毎週土曜日は、ポミエ前広場でミニイベントと 
　ミニカフェを開催！ 
☆ストリートパーティー 
　　　日 時：12月23日（日）午後4時～9時30分 
　　　　・バザーは午後4時～ 
　　　　・オープニングパーティーは午後5時～ 
　　　場 所：ベイクショップ ポミエ前広場 

in tenjin back street

中国人留学生たちと日中友好、 
　　　　　　アジアの平和を願い桜を植樹 
　　～上海から21弦琴の先生による演奏～ 
　日　時：11月2日 午後1時～2時 
　場　所：海の駅あしずり 1F 交流研修室 
第12回 桜の植樹 ＜平和公園 開園!!＞  
　日　時：11月2日 午後3時～4時（予定） 
 場　所：足摺岬 唐人駄場 

第25回 
土佐清水市 産 業 祭  

　今年も恒例の産業祭を下記の通り開催します。 
　皆さま、多数のご来場をお待ちしています。 
○日時：１２月６日（土） 午前９時３０分～午後４時 
○場所：中央町商店街・元町岸壁通 

※今年の会場は、中央町商店街と元町海岸通になりました。 
※お客様用の駐車場は、西町･県合同庁舎前広場（旧産
　業祭会場）をご利用ください。 

あなたも産業祭に出店しませんか 

出 店 者 募 集  ！ ！ 
・コマ料は、1日間で1コマ当たり（テント1張分）
3,000円（市内業者）とします。 
・コマ料とは別に道路許可申請手数料が1業者2,200
円必要です。 
・コマ割りは、事務局が決定します。 
・その他詳細については、応募締切後、出店希望者
を対象とした説明会を開催します。 
・応募の締め切りは、11月14日（金）です。 
※応募多数の場合は抽選とさせていただく場合があ
ります。 

☆お申し込み･お問い合わせ☆ 
農林業振興課　（82）1111内線224

日　　時：１１月１日～３日、 
　　　　　１１月２２日～２４日 
　　　　　午前１０時～正午 
募集定員：先着１０組／１日 
～ご希望によりプランターの 
　作成も行います～ 

※参加料は無料ですが、入館料（18才以上700円･小学生以上 
　350円）が必要です。 

2008 第7回 イルミネーションクリスマス 

第39回　日 中 友 好 集 い  
足摺海洋館『親子木工教室』 

足摺きらり 
～満天の星空をバックに浮かびあがる 
　　　　　神秘と幻想の厳格なる空間～ 

日 時：11月22日（土）～30日（日） 
　　　　　　　　　　午後５時～８時 
場 所：足摺岬先端地域 
　　（白山神社前～足摺岬展望台までの遊歩道)

小泉純司氏監修『キャンドルアート』小泉純司氏監修『キャンドルアート』 
　日　日 時：時：11月22日～日～24日　午後日　午後5時～時～8時 
　場　場 所：金剛福寺境内所：金剛福寺境内 

花･人･土佐土佐 であい博イベントであい博イベント 
小泉純司氏監修『キャンドルアート』 
　日 時：11月22日～24日　午後5時～8時 
　場 所：金剛福寺境内 

花･人･土佐 であい博イベント 
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お知らせ 

ボランティア研修会を開催します！ 

最低賃金改正のお知らせ 

日曜･遺言等公証法律相談 

福祉事務所 福祉児童係 　（82）１118 

企画広報室 広聴広報係 　（82）1111 内線317 

土佐清水市ボランティアセンター（社会福祉協議会内）　（82）3500 

中村公証役場 　0880（34）1728

法的な困りごとは「法テラス」へ 
日本司法支援センター高知地方事務所 　050（3383）5577

　土佐清水市衛生センター（し尿処理場）では、年間を通
じて1日の処理量が31キロリットルと決まっており、収
集業者が1日に収集出来る量（センターに搬入出来る量）
が限られてきます。このため、汲み取りが集中する12月
などは希望日に汲み取りができない場合があります。 
　衛生センターが計画的な安定処理を行えるよう、また
各ご家庭で便槽の余裕が無くなる等不便な思いをしない
ためにも、収集業者への申し込みは余裕を持って早めに
お願いします。 
【年末のし尿の汲み取り】 
　12月29日（月）まで汲み取りを行いますが、汲み取り
の申し込みは12月5日（金）までに、収集業者に直接お
願いします。 
　　　　・小松衛生　（82）1751 
　　　　・竜串衛生開発 　（85）0713 
　12月は汲み取りが集中するため、浄化槽汚泥について
は12月中の収集は行えませんので、12月前後での計画的
な清掃をお願いします。 
（収集日が指定されている地域は、従来通りです） 

年末のし尿(浄化槽汚泥)の 
   汲み取り申し込みは、お早めに！ 

環境課 　（82）1111内線318 

　「ボランティア活動に関心がある」でも、ちょっと
不安だな…。「何かできることはないかな」と思って
いる方など、皆さんお誘いあわせてご参加ください。 
「一挙皆得!? ボランティア活動のススメ」 
　講　師：高知県社会福祉協議会　三橋 択実　氏 
　日　時：11月20日（木）午後１時30分～３時30分 
　場　所：社会福祉センター3階 大会議室 
　参加費：無　料 

相 談 日：11月16日（第３日曜日） 
時　　間：午前9時から午後５時頃まで（１組約50分） 
場　　所：中村公証役場(四万十市中村大橋通６丁目 
　　　　　　　　　　３番７号第一とらやビル４階) 
担 当 者：高知地方法務局所属 中村公証役場公証人 
相談内容：遺言のほか、相続、金銭･不動産の貸借、 
　　　　　離婚に伴う養育料･財産分与･年金分割、 
　　　　　高齢者等の財産管理など 
※予約制（平日に事前に電話で予約してください） 
　相談は無料･秘密厳守です。お気軽にご相談ください。 

　高知労働局では、県内すべての労働者に適用され
る「高知県最低賃金」を改正し、１０月２６日から施
行することとしました。 
　この決定により、１０月２６日以降分として労働者
に支払う賃金は１時間６３０円以上としなければな
りません。 

　法的トラブルの紛争解決に役立つ情報や、法律サー
ビスを提供する国･地方公共団体･各種相談機関･弁護士･
司法書士等の各種士業団体の相談窓口の情報を無料で
提供します。 
　法的な困りごとは「法テラス」（正式名称：日本司
法支援センター）へお問い合わせください。 

※固定電話であれば、全国どこからでも3分8.5円で通
　話することが出来ます。 

　この調査は、5年ごとにわが国の水産業の実態を明らか
にする「水産業の国勢調査」ともいうべき大切な調査です。 
 農林水産省 が都道府県・市町村を通じて実施する調
査で、漁業者や水産関係者の方々のところへ、統計調査
員が調査票への記入のお願いに伺います。 
 なお、調査内容は統計を作成するためのみに使用する
もので、その他の目的には一切使用しません。 
 調査 へのご理解･ご協力をお願いいたします。 

       農林水産省 ・高知県・土佐清水市 
 

　戦没者を追悼し恒久平和を祈念して、平成20年度土佐
清水市戦没者追悼式を行います。 
　ご遺族の方ともども、皆さまのご出席をいただきますようご
案内申し上げます。 
　日時：11月10日（月） 受 付：午前9時40分から 
                      　　　 開 式：午前10時 
　場所：市民文化会館 
　・式典は、午前10時から1時間程度の予定です。 
　・服装は問いません。 

土佐清水市戦没者追悼式 

2008年 漁業センサス 
本年11月から全国一斉に実施 
　～調べます！ 日本の水産業～ 

☆お問い合わせ先☆ 
高知労働局 賃金室 　088（885）6024 
四万十労働基準監督署 　0880（35）3148

　０５７０-０７８３７４ 
お な や み な し  

小泉純司氏監修『キャンドルアート』 
　日 時：11月22日～24日　午後5時～8時 
　場 所：金剛福寺境内 

花･人･土佐 であい博イベント 
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    竜串 10-17　家賃２万円（水道料大家負担） 
1F：押入と洋タンス付和 4.5、押入仏間床の間整理タンス付和 6、

押入付縁側有、ＤＫ流台と別に１.２m×１.８m食器棚も有、
風呂・脱衣場各2/3坪、半坪大小別トイレ（洋）、玄関ゲタ箱付 

2F：押入付和4.5、押入洋タンス付和6、押入付ローカ有 
　　 お問い合わせ （85）0549　谷吉建具店 

木造二階付・一戸建  

築 21年庭（菜園４坪）付 貸 家 

募　集 

平成21年度 土佐清水市 

               奨学生募集  有　料　広　告 
ご利用下さい 

企画広報室 広聴広報係   （82）1111内線317 　土佐清水市教育委員会では、下記のとおり平成21年度
の奨学生を募集します。（新規・継続） 
【貸与資格】 
 本市 に住所を有する家庭の学生で、高等学校以上の学
校に入学予定又は在学し、学資の支弁が困難な者。 
※申請者が多い場合には、選考により貸与できない場合が
　あります。 
【貸与する額】（無利子） 
・高等学校又はこれと同程度の学校に在学する者 
  　月額13,000円以内 
・短大・専修学校又はこれと同程度の学校に在学する者 
  　月額30,000円以内 
・大学又はこれと同程度の学校に在学する者 
 　 月額40,000円以内 
　 

☆申請方法等 
新規者 
 受付期間：平成20年11 月4日（火）～28日（金） 
                             ※期間厳守  
 提出書類：奨学資金貸与 申請書 
          　　（教育委員会学校教育課及び各市民センター
　　　　　　で配布） 
 貸与 の内定・決定：内定を2月初旬に、決定を5月初旬頃
　　　　　　　　　　に通知します。 
継続者 
 受付期間：平成21年3 月2日（月）～31日（火） 
 提出書類：継続確認書（2月中旬に送付します） 
 貸与 の決定：5月初旬頃に通知します。 
◎来春進学予定者は、継続ではなく、新規申し込みが
　必要です。 
  
※新規者・継続者とも、4月（新学期）になってからの在学証
　明書を、平成21年4月20日（月）までに教育委員会学校教 
   育課へ提出してください。 
  

☆その他 

・申請は修業途中（2年生、3年生、4年生）からでもできます。 
・貸与決定後、次の書類を提出していただきます。 
（新規者のみ） 
①借受申込書兼支払確約書（保護者1名を含む保証人2名） 
②銀行口座振込依頼書 
・申請時に所得・課税状況等の確認を学校教育課長が　
　行うことについて同意をいただきます。 
  

☆お申し込み・お問い合わせ☆ 
教育委員会 学校教育課 （82）1116

～「広報とさしみず」で情報発信を～ 
　本誌「広報とさしみず」では、有料広告掲載を希望
する方を募集しています。 
　「○○ショップオープン」、「うちの店ではこんなサ
ービスをしています！」、「○○教室 生徒募集中」から
「○○校同窓会のご案内」など、いろいろとご活用い
ただけます。 
 広報とさしみずで、あなたからの情報を市民の皆さ
んに発信してみませんか。 

～お申し込みは随時受付中です～ 
※掲載する広告は、お申し込みの時に内容をお伺いし
　ます（メモ書きでも可能）。完成した原稿がない場
　合でも広聴広報係で作成しますので、お気軽にお問
い合わせください。 
・複数月（3・6・12カ月）でお申し込みの場合には、
　割引きがあります。 
・12月・1月・3月など、連続しない隔月で申し込みの
　場合も割引の適用が可能です。 
・催し物や季節の行事などにあわせて月ごとに掲載内
　容を変更することが可能です。 

広報とさしみずはインターネット 
　　　　　でもご覧いただけます！ 
平成13年5月以降の広報とさしみずは、市の
ホームページでもご覧いただけます。 
　どうぞご利用下さい。 

土佐清水市のホームページ 
http://www.city.tosashimizu.kochi.jp/ 

料　金　表 
広告規格 
サイズ縦×横（cm） 

１ヵ月 

20,000

20,000

10,000

50,000

50,000

25,000

80,000

80,000

40,000

160,000

160,000

80,000

３ヵ月 ６ヵ月 １２ヵ月 

１号広告 
（約5.0×約18.5） 

２号広告 
（約10.5×約9.0） 

３号広告 
（約5.0×約9.0） 



平成２０年１１月号  広

報

 

図書館コーナー 

秋の読書週間　期間：11月9日まで 
八代 亜紀 ふれあいコンサート 「おもわぬ出会いがありました」 

全国読書週間 読書感想文コンクール 

市原麟一郎先生の笑顔いっぱい土佐みんわ落語 

「さすらい亭独歩独演会」 

日　時：11月23日（日） 
開　演：①午後2時 
         （開場 午後1時30分） 
         ②午後6時 
         （開場 午後5時30分） 

文化会館コーナー 

宝くじ ふるさとワクワク劇場 
　　　　　　　　　in土佐清水 

「ほのぼのコメディ劇場」への 
　　出演希望者を募集しています 

新曲キャンペーン企画 

　期間中、図書館では市内児童･生徒
の読書感想文の展示のほか、様々なイ
ベントを用意しています。ぜひ読書の
秋をお楽しみください。 

＜入場無料＞ 

（下ノ加江小2年） 
（幡陽小6年） 
（下ノ加江中3年） 
 
（中浜小1年） 
（清水小2年） 
（窪津小4年）　 
（下ノ加江小6年） 
（足摺岬中2年） 
（下川口中3年） 
（清水高3年） 

（清水小4年） 
（清水中1年） 
（清水高3年） 
 
（三崎小1年） 
（三崎小3年） 
（貝ノ川小6年） 
（下ノ加江中2年） 
（三崎中3年） 
（清水高2年） 
 

岡田　容果 
吉本　春香 
池田美由希 
 
土居　藍梨 
柿内　英雄 
平林　美咲 
筒井恵梨奈 
濱田　 葵 
川村　藍 
 

第3部 

　第62回全国読書週間（10月27日～11月9日）の一環と
して、市民図書館と土佐清水市学校図書館協議会の主
催により、読書感想文コンクールが行われ、416編の
作品の応募をいただきました。 
 審査の結果、優秀作品として次の19名が選ばれまし
た。（敬称略） 
最優秀 
浜田優希也 
岡　　極 
横山亜希子 
優秀 
倉松　� 
細川　真生 
眞濱　葵 
原　智香子 
戎井　友香 
田村　海　 
倉本　睦月 
 　 ほか30名が入選に選ばれました。 
 　受賞 おめでとうございます。 
※入選作品は、11月9日まで、市民図書館2階学習フ
　ロアに展示しています。（11月3日は休館） 

　土佐の民話紙芝居で知られ
る市原先生が、オリジナルの民
話落語を披露してくれます。 
 土佐 のおどけ者たちが登場
する愉快なお話の数かず！親子
連れでぜひお楽しみください。 
日時：11月8日（土） 
        　午後2時 ～3時30分 
場所：市民図書館2階 視聴覚室 

★図書の展示 
　・読書王たちのおすすめ本　期間：11/9まで 
　・土佐の民話の本　 　　　 期間：11/15まで 
　・クリスマスの絵本 　　　 期間：11/22～12/27 

11月～4月は開館時間が変わります 
   開館時間：平日･土･日共　午前10時～午後6時 
   休 館 日：祝日・毎月最終金曜日、年末年始、 
 　　　　　　図書特別整理週間（2月下旬）         　   

☆お問い合わせ☆ 
市民図書館 （82）4151

場　所：市民文化会館 
入場料：4,800円(全席指定) 
主　催：NPOとさしみず 
共　催：㈱デカナル 
チケット：土佐清水市立市民文化会館 
販売所　 フジグラン四万十、サニーマート四万十店 
 　　　　パルティ･フ ジ（宿毛市）、 
             サングリーン･クリハ ラ（宿毛市） 
 

日　時：12月21日（日） 
開　演：午後2時30分（開場：午後2時）　 
場　所：市民文化会館 

【公開オーディション】 
日　時：12月13日（土）午後2時30分より 
場　所：土佐清水市立中央公民館 
申込期限：11月30日（日）まで（当日消印有効） 
　　　　ハガキ・ファックス・Eメールに住所・氏名（フリガナ）・性別 
　　　　年齢・電話番号を明記して下記までご応募ください。 
　　　　（年齢・性別など一切制限はありません） 
　　　　〒787-0323 土佐清水市寿町11-1 市民文化会館 
　　　　　　　　　　　　　「宝くじオーデション係」 
　　　　Fax:（83）0055　Eメール：info@tosashimizu.org 

 
☆チケットのご予約・お問い合わせ☆ 
市民文化会館 （82）3300

ゲスト 
工藤 慎太郎 
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じんけんコーナー 

人権啓発映画「新･あつい壁」 
～あなたの心に響く 熱いメッセージ～ 
 家族を引き離したのは 誰ですか？ 

     無実 の叫びを消したのは なぜですか？ 

第19回 三世代ふれあいの集い 

全国一斉 

「女性の人権ホットライン」強化週間 
　高知地方法務局と高知県人権擁護委員連合会では、
女性の人権問題解消に向け、11月17日から11月23日
を強化週間として電話相談を実施します。 
　ドメスティック･バイオレンス、セクシュアル･ハ
ラスメント、ストーカー、離婚問題、暮らしの悩み
ごとなど、何でも相談してください。 
　相談は無料、秘密は厳守します。 
　電話番号：0570（070）810 
             　※PHS･IP電話からは接続できません 
　受付時間：平 日　午前8時30分～午後7時 
　　　　　　土･日  午前10時～午後5時 

☆お問い合わせ☆ 
高知地方法務局 人権擁護課 �088（822）3503 

 
  女性に対する暴力をなくす運動 

～暴力は犯罪です！～ 

　この映画は、ハンセン病患者であることを理由に法の前
の平等を踏みにじられた50年以上も前の事件を通して、
それを許した当時の社会の意識が今日どのように変わっ
たのか、そして何が変わらないのかを描いています。ぜひ、
ご覧ください。 
　日　　時：11月13日（木） 1回目 午後１時20分～ 
                           　　　2回目 午後７時～ 
　場    所：市民文化会館　 
　入場 料：無料（2回目の上映には託児があります） 

 ☆お問い合わせ☆ 
 じんけん課 （82）1124　 

　清水保育園児、清水小学校6
年生による合唱や人権作文の発
表、解放子ども会の子ども達が日
頃の練習の成果を発表します。 
 三世代にわたるたくさんの催し
を予定していますので、ご家族そ
ろってお越しください。 
※閉会後にはお餅投げも予定
　しています！ 
　日　時：11月9日（日） 午前10時30分～午後3時 
　場　所：旧養老小学校 体育館 

☆お問い合わせ☆ 
三世代ふれあいの集い実行委員会 
松崎福祉センター内 （82）3410

第20回 三崎ふれあい じんけん祭 
　保育園児や小中学校、サークル
の催し、島村一夫さんの人権コンサ
ート等を予定しています。 
 皆 さんの参加をお待ちしています。 
○前日祭 
　（ふれあいグランドゴルフ大会） 
　日　時：11月15日（土）午前8時～正午 
　場　所：三崎中学校グランド（雨天中止） 
　小･中学生、高齢者なら誰でも参加できます。 
○当日祭   
　日　時：11月16日（日）午前9時30分～午後3時 
　場　所：三崎中学校 体育館 

☆お問い合わせ☆ 
三崎ふれあいじんけん祭実行委員会 
竜串福祉センター内 （85）0100

第17回 布 解 放 文 化 祭  
　下ノ加江保育園児や布小学校児
童の歌や踊り、下ノ加江中学校生徒
の合唱や発表、地域の方々の部と今
回もたくさんの催しを予定しています。
（今年は布小学校としての最後の出
　演となります） 
　皆さまのお越しをお待ちしています。 
　日　時：11月30日（日）午前9時～午後3時 
　場　所：布小学校 体育館 

☆お問い合わせ☆ 
布解放文化祭実行委員会 

布福祉センター内 （84）1260

　11月12日から11月25日は「女性に対する暴力をな
くす運動」の実施期間です。 
　暴力は、性別や加害者･被害者の間
柄を問わず、決して許されるもので
はありません。特に、夫や恋人から
の暴力やセクシュアル･ハラスメント
などの女性に対する暴力は、女性の
人権を著しく侵害するものです。 
　もし、あなたや周りのひとが、夫
などからの暴力を受けているときには、一人で悩ま
ずに、女性相談支援センターに相談してください。 
　電話番号：088（883）0873 
　受付時間：平　日　　 午前9時～午後5時30分 
   　　　　　　　　　　 午後6時～午後10時 
   　　　　 土･日･祝日 午前9時～午後 8時 
                               　　　（年末年始は休み） 
※最寄りの警察署では、身の危険を感じる等の急ぎ
　の相談であれば、24時間受付けています。 
                 ☆お問い合わせ☆ 
         女性相談支援センター 088（883）0873
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南海地震対策コーナー 

地域の公共交通を 
将来にわたって維持していくために 

木 造 住 宅 耐 震 診 断  

企画広報室 企画係  （82）1111内線212  

　市では、木造住宅耐震診断の受診希望住宅を募集し
ています。お早めにお申し込みください。 
　対象住宅：昭和56年5月31日以前に建築された 
　　　　　　木造2階建て以下の住宅 
　個人負担：１棟当たり3,000円 
　募集棟数：若干数 
　調査内容：1.地盤・基礎 
             　2.建物の形や壁の配置のバランス 
             　3.筋かいや壁の量 
            　 4.老朽度 
　以上の項目について耐震診断士が調査し、家全体の
地震に対する総合診断を行います。 

「木造住宅耐震改修工事」の 
     訪問営業を受けた場合の注意点 
　市では、昭和56年5月31日以前に建てられた木造住
宅で、その耐震化を図る方に対し、耐震診断･耐震改
修設計･耐震改修工事について補助金等の助成をして
います。 
 場合によっては、登録事業者が営業の一貫で皆さん
のお宅を訪問することがあります。そのときは次のこ
とにご注意ください。 

1.県や市が、住宅の耐震改修設計や工事について、特 
定の業者に戸別訪問で勧誘することを直接依頼する
ことは決してありません。 
訪問による営業活動は、あくまで業者の自発的な行
為です。 
  
2.もし、訪問による営業を受け、疑問に感じられる場 
合は、市役所総務課 南海地震対策係へご連絡くださ
い。なお、休日･夜間など受付時間外の場合は、そ
の場で話を進めずに、後日お問い合わせいただいて
から再度業者と連絡を取ることをお勧めします。 
    
             ☆お申し込み･お問い合わせ☆ 
       総務課総務・南海地震対策係 （82）1134

公共交通コーナー 

～全てのご家庭に、公共交通についての 
                   　　 アンケート調査を行います～ 

※今年度の募集は12月26日までです 

　「土佐くろしお鉄道」や「路線バス」は、利用者の減
少が続いています。そのため、これまで市町村や県から
の補助金による支援も行ってきました。ただ、このまま
で進んでいくと、将来地域の公共交通を維持していける
のか心配も出てきます。 

 公共交通がなくなっ
てしまうと、車の運転
ができない人は移動す
ることが難しくなりま
す。高齢化社会が進む
と、公共交通の役割は
ますます大きくなりま
す。また、一方で個人の車の利用が増えると、交通渋滞
の問題や排気ガスなどで環境への影響が心配されます。 
 一度にたくさんの人を運ぶことができる公共交通は、
このような問題にも対応できます。 
  
　公共交通を、将来にわたって維持していくためには、
鉄道・バスの交通事業者の自助努力や行政の支援に加え、
住民の皆様が自分たちの地域のこととして主体的に考え
行動してもらうことが大切になってきます。 
 「高知西南地域公共交通協議会」は、地域の公共交通
を、より使いやすく、魅力的な交通手段にしていくため
設けられた組織です。協議会は、地域住民、交通事業者、
関係市町村長、県職員等で構成されており、様々な取り
組みの検討を行います。 
  
 この取り組みに地域の皆さまの公共交通に対するご意
見やご要望を反映していくために、全てのご家庭を対象
にアンケート調査を行います。 
 　非常に大事なアンケートですので、ぜひともご協力
をよろしくお願いします。 
 　アンケート調査票は、11月初め頃、地区役員の方を
通じてお配りします。 
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消防コーナー 水道コーナー 

秋季火災予防運動11月9日～15日　 

「消火栓」や「防火水槽」等の付近は 
                         駐車禁止です！ 

いまだに絶えない 
           消火器などの不適正取引 

平成19年度 土佐清水市水道事業業務状況の報告 
地方公営企業法第40条の2第1項の規定により、平成19年
度土佐清水市水道事業の業務の状況を公表します。 

                                     土佐清水市長 
1.平成19年度土佐清水市水道事業貸借対照表（財政状況）

　　　　　　　　　　　平成20年3月31日現在　単位：円 

2.平成19年度土佐清水市水道事業損益計算書（経営成績）

　　　　　　　　　　　　　　　　消費税ぬき・単位：円 
全国統一防火標語 

「火のしまつ 君がしなくて 誰がする」 

違法な駐車は一刻を争う消火活動の障害になります 
　「消火栓」や「防火
水槽」は、消火活動に
欠かす事のできない施
設です。 
 これらの位置を示す
ため、標識を掲げたり
路上の蓋にマーキング
などをしているところ
もあります。 
　「消火栓」や「防火水槽」付近への違法な駐車車両は、
火災発生時に消火活動の妨げになります。 
　皆さまのご理解とご協力をお願いします。 

　消防署では火災警報器や消火器の販売、点検など
は行っていません。　 
　適正な価格の数倍の値段で売りつけたり、必要以
上の個数を売りつけたり、点検料を請求する手口の
被害が絶えません。業者の言うことをうのみにせず、
慎重に対処してください。 
　また、消防法改正に伴う住宅用火災警報器の不適
正取引にも十分注意してください。 

☆お問い合わせ☆ 
土佐清水市消防署 （82）1197

☆お問い合わせ☆ 
市役所水道課 （82）1117

資　　産 

固定資産 2,946,808,739 40,160,548

102,275,136

455,258,418

1,371,234,583

1,160,582,160

285,400,090

3,414,910,9353,414,910,935

468,102,196流動資産 

固定負債 

流動負債 

自己資本金 

借入資本金 

資本剰余金 

利益剰余金 

資産合計 負債資本合計 

負債及び資本 

収　　　益 

営 業 収 益  289,807,655 223,354,222

44,192,233

188,364

267,734,819

20,974,167営業外収益 

366,000特 別 収 益  

311,147,822収　益　計 

営 業 費 用  

営業外費用 

特 別 損 失  

費　用　計 

費　　　用 

～貴重な水です。 
 工夫して使い、節水にご協力ください～ 

　渇水等異常事態の時、市街地は加久見の水だけ
では水量不足となりますので、三崎からの送水協
力により給水しています。漏水を見つけたら市役
所水道課までお知らせください。 

88-0301
国民宿舎 

足摺テルメ 

国民宿舎 足摺テルメより お知らせ 
　平成21年度から、足摺テルメは全国公募で選ばれた 
指定管理者により運営される事となりました。 
　現在発行の「温泉施設利用回数券」は、平成21年4月1日 
以降は使用できなくなります。 
　お手持ちの回数券がございましたら、平成21年3月31日
までにご使用くださいますようお願い申し上げます。 

　火災の発生しやすい時季を迎え、全国一斉に「秋の火災
予防運動」が行われます。 
 次 の７つのポイントに気をつけ、大切な生命
と財産を火災から守りましょう。 

住宅火災から命を守る７つのポイント 
 　 ＜3つの習慣＋4つの対策＞ 
　３つの習慣 
　・寝たばこは絶対やめる。 
　・ストーブは燃えやすいものから離れた位置で使用する。 
 ・ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。 
　４つの対策 
 ・逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。 
　・寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防炎
　  品を使用する。 
 ・火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設 
     置する。 
 ・お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣り近所の
　  協力体制をつくる。 
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11月の納税・納付

  国 民 健 康 保 険 税  （第５期分）  
 後期高齢者医療保険料 （第５期分）  
 介 護 保 険 料 （第５期分）  

 納期限：12月1日（月） 
納期内の納入にご協力ください。 

 納期限 までに納付しない場合は、納期日までの日数に応
じた延滞金を加算して納付しなければなりません。 

認知症予防講演会  

（医）次田会 足摺病院 
☆お問い合わせ☆ 
（82）1275

演題：「脳のお手入れ方法」 
　　　　　くもん学習療法センター取締役開発部長 

講師：山根 直寛 氏 
 日　時：11月29日（土）午後2時～3時30分 
会　場：社会福祉センター3階 大会議室 
参加費：無料 
 

国保コーナー 

国保の加入･脱退時には届出を！ 11月は｢ねんきん月間｣です 

退職者医療制度への届出を！ 

　国民健康保険に加入するときや脱退するときには、
14日以内に届け出が必要です。届け出をしなかったり、
遅れたりすると、国保税をさかのぼって納めなければ
ならなくなったり、国保が負担した医療費を返還しな
ければならないことがありますので、すみやかに届け
出を行ってください。 
 

年金コーナー 

社会保険庁では、毎年11月を年金月間、11月
6日～12日を｢年金週間｣と定め、皆さんに年金
制度について正しく理解していただけるよう広
報を行っています。  

 ｢ねんきん月間｣は、国民一人ひとりが年金を身近で
大切なものとして考え、公的年金制度の意義や役割を
正しく認識し、年金行政についての理解と信頼を深め
ていただくことにより､年金制度への参画意識を持っ
ていただくことを目的としています。 
 年金加入記録の提供や年金相談等のサービス提供の
充実を図るとともに国民の年金権を確保するために公
的年金制度の加入意義や保険料の納付義務について理
解を求め、国民年金保険料の収納対策を推進するもの
です。 
 公的年金制度は｢世代と世代の支えあい｣で成り立っ
ています。本人の納めた保険料分だけでは、受給者の
年金額をまかなうことができません。 
（現在、高知県の老齢基礎年金の受給権者数は約19万
　人、年金額は約1200億円） 
　年金は、現役世代の納める保険料が今の高齢者を支
え、いずれは現役世代も今の子どもたちの世代に支え
てもらうことになります。この機会に、年金を身近で
大切なものとして見直してみませんか。 

☆お問い合わせ☆ 
幡多社会保険事務所 0880（34）1616 
市民課 年金係 （82）1111内線255

国保に加入するとき 
こんなとき 手続きに必要なもの 

他の市町村の転出証明書、印かん 

職場の健康保険の喪失証明書、 
印かん 

他の市町村から転入してきたとき 

保険証、母子健康手帳、印かん 子どもが生まれたとき 

生活保護を受けなくなったとき 

職場の健康保険等が切れたとき 

被扶養者でなくなった証明書、 
印かん 

生活保護廃止決定通知書、 
印かん 

職場の健康保険の被扶養者から 
はずれたとき 

国保を脱退するとき 
こんなとき 手続きに必要なもの 

保険証、印かん 他の市町村に転出するとき 

保険証、死亡を証明するもの、 
印かん 

死亡したとき 

職場の健康保険等に入ったとき 

保険証、障害者手帳、印かん 

職場の健康保険の被扶養者にな 
ったとき 

一定以上の障害により後期高齢 
者医療の対象となったとき 

国保と職場の健康保険の両
方の保険証（後者が未交付
のときは加入したことを証明す
るもの）、印かん 

　会社などを退職し、年金を受けている方とその扶養家族は、
65歳になるまで「退職者医療制度」で医療を受けることにな
ります。 
 対象 となる方は、次の①～③の条件すべてにあてはまる
方と、②の条件にあてはまるその家族（被扶養者）です。 
　①国保に加入していること。 
　②64歳以下であること。 
 ③厚生年金や各種共済組合等（国民
　　年金は除く）の老齢年金や退職年金
　　等の支給を受けている方で、その
　　加入期間が20年以上、もしくは40
　　歳以降に10年以上あること。 
※年金受給権が発生した日が退職者医療の被保険者と
　なる日です。 
　年金証書を受け取ったら14日以内に市民課国保係の
　窓口で届出をしてください。 
  
※医療機関等に支払う費用(自己負担割合)は一般の国
　保と同じです。 

☆お問い合わせ☆ 
市民課 国保係 （82）1111内線262
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11月・12月の健診・検診日程 
特定健診等健診　（対象：40歳以上） 
料金：1,000円（40～64歳）・65歳以上は無料 料金：300円 

※健診当日は受診券・保険証が必要となります。 
 （受診券がないと当日は受診できません） 
 

大腸がん検診（対象：40歳以上） 

健康・福祉コーナー 

竜串ふれあいｾﾝﾀｰ 
平ノ段区長場 
爪白区長場 
上野区長場 
斧積区長場 
三崎市民ｾﾝﾀｰ 

竜串 
平ノ段 
爪白 
上野 
斧積 
三崎浦・下ノ段 

午前 9：00～ 9：30 
午前10：00～10：30 
午前11：00～11：30 
午後 1：00～  2：00 
午後 2：30～  3：00 
午後 3：30～   4：00

浜益野区長場 
下益野区長場 
大岐福祉センター 
松崎福祉センター 
養老区長場 

加久見区長場 

浜益野 
下益野 
大岐 
松崎 
養老 

午前 9：00～ 9：30 
午前10：00～10：30 
午前11：00～11：30 
午後 1：30～ 2：00 
午後 2：30～   3：00 

午後 3：30～   4：00

以布利漁民センター 
久百々集会所 
下ノ加江市民センター 

市野々集会所 

小方老人憩いの家 

布老人憩いの家 

以布利・加久見広畑 
久百  々
下浦･鍵掛･船場 
市野々 ･市野瀬･ 
大八 
小方･大川内･長野 
立石･東谷･布郷･ 
布浦 

午前 9：00～ 9：30 
午前10：00～10：30 
午前11：00～11：30 

午後 1：30～ 2：00 

午後 2：30～   3：00 

午後 3：30～   4：00

津呂区長場 
窪津区長場 
浦尻公会堂 
グリーンハイツ区長場 
社会福祉センター 

津呂･大谷･権現 
窪津 
浦尻･厚生町 
グリーンハイツ 
市街地 

午前 9：00～ 9：30 
午前10：00～10：30 
午前11：00～11：30 
午後 1：30～ 2：00 
午後 3：30～   4：30

松尾会館 
足摺岬区長場 
大浜区長場 
中浜会館 
社会福祉センター 

松尾 
足摺岬 
大浜 
中浜 
市街地 

午前 9：00～10：00 
午前10：30～11：30 
午後 1：00～ 1：30 
午後 2：00～   3：00 
午後 4：00～   4：30

大津公民館 

貝ノ川浦区長場 

貝ノ川郷集会所 

宗呂上区長場 

宗呂下区長場 

下川口市民センター 

大津 
貝ﾉ川浦･横峯･ 
歯朶ﾉ浦 

貝ﾉ川郷･鳥渕･ 
鉾ﾉ平･藤ﾉ川 

宗呂上･有永･ 
珠々 玉･坂井･木ﾉ川 
宗呂下 
下川口郷･浦・ 
片粕･松山 
  

午前 9：00～ 9：30 

午前10：00～10：30 

午前11：00～11：30 

午後 1：30～ 2：00 

午後 2：30～   3：00 

午後 3：30～   4：00

実施日 配布会場 対象地区 受付時間 

11月4日 
（火） 

11月17日 
（月） 

11月18日 
（火） 

11月25日 
（火） 

12月1日 
（月） 

12月2日 
（火） 

11月 8日（土） 

11月15日（土） 

下ノ加江小学校 
 布小学校 
 
 

午前 9：00～10：00 
午後 1：30～ 2：00 
午前 9：00～10：00 
 

実施日 実施場所 受付時間 

※当日は何も飲食せずにお越しください。 

料金：900円 
胃がん検診　(対象：40歳以上)

実施日 
11月13日（木） 足摺岬小学校 午前 8：00～ 9：00

実施場所 

※子宮がん検診は20歳以上偶数年齢で、今年度未受診 
　の方が対象です。まだ受診されていない方は、最後 
　の検診となっていますので、受診をお願いします。 

料金：600円 
子宮がん検診　(対象：20歳以上偶数年齢)

実施日 
12月 3日（水） 社会福祉センター 午前 9：30～10：30

実施場所 

受付時間 

料金：600円 
マンモグラフィ【乳がん】検診（対象：40歳以上偶数年齢） 

実施日 
11月 5日（水） 
11月 6日（木） 

受診票に記載された 
時間にお越しください 

社会福祉センター 

実施場所 受付時間 

受付時間 

※乳がん検診は受診票をお送りする方 
   （対象年齢で検診の申込済み）が対象となります 

☆お申し込み・お問い合わせ☆ 
健康推進課保健推進係 （82）1111 内線263・216

※上記の日程で便の採り方を説明のうえ、採便容器 
　をお渡しします。 

【平成20年度の検診・健診の年齢】 
 　平成21年3 月31日現在における満年齢 
 
【受診結果について】 
 　がん検診の受診結果は、約1ヵ月後に異常が見つ 
　　かった方のみに通知します。 
 
【市が実施する検診を受診できない方】 
　・公務員 
　・健康診断を実施している事業所にお勤めの方 
　・各種検診対象年齢以外の方 
　・病院で現在受療中(治療中)や、すでに検査を実施 
  　した方 
　・土佐清水市に住民票を置いていない方 

加久見･加久見新町･ 
加久見入沢町･横道 
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健康・福祉コーナー 

保育園にあそびにきませんか 

子育て支援センター 

※11月の「おやこ広場　ほほえみ」は、 
　10日・17日の午前9：30～11：30です。 
　3日は文化の日、24日は振替休日でお休みです。 

（時間：9：30～11：30） 
「どんぐりっこ」 

園庭開放 
11月の予定 

園　　　名 

（86）0106 

（84）0868 

（82）9017 

（82）2248 

（85）0153 

（82）0520 

（88）0144

11月 7日(金) 

11月12日(水) 

11月12日(水) 

11月12日(水) 

11月14日(金) 

11月18日(火) 

11月19日(水)

実　施　日 

11月 4日(火) 

11月  6日(木) 

11月11日(火) 

11月13日(木) 

11月20日(木) 

11月25日(火) 

11月27日(木) 

 

実　施　日 内　　　容 

☆お問い合わせ☆ 
子育て支援センターどんぐりっこ 

市内浜町6-22　清水保育園内 （83）0033

健康推進課保健指導係 （82）1111内線232

育 児 相 談  

11月の日程は、下記の通りです。 
　　　　　  （時間：午前10：00～11：00） 

実　施　日 場　　　　　所 

11月 7日(金) 

11月12日(水) 

11月14日(金) 

11月21日(金)

下 川 口 保 育 園  

下 ノ 加 江 保 育 園  

三 崎 保 育 園  

子育て支援センター「どんぐりっこ」 

※母子手帳とバスタオルをご持参下さい。 
　困っていること、心配なことなどなんでも相談してください。 

『助けての 小さなサイン 受け止めて』 
11月は「児童虐待防止推進月間」です 
　言葉にできない子どもの悲鳴を見ない、聞かない、
虐待です。 
 虐待 を受けたと思われる子どもを見つけた時は、児
童相談所や福祉事務所へ連絡（通告）してください。
連絡（通告）した人の秘密は法律で守られています。 
 ひとりで、また一つの機関では、子どもを虐待から守
ることはできません。「あなた」もネットワークの一貫です。
子どもを虐待から守るために協力してください。 

ひとりで悩んでいませんか？ 
そんなとき、お気軽にご相談ください。 

下 川 口保育園 

下ノ加江保育園

中 浜 保 育 園

浦 尻 保 育 園

三 崎 保 育 園

旭 保 育 園  

足摺岬保育園  

ほ っ と タ イ ム 

お 散 歩 に 行 こ う  

ぴ よ ぴ よ ク ラ ブ  

子 育 て ミ ニ 講 座  

お 　 誕 　 生 　 会  

ぴ よ ぴ よ ク ラ ブ  

リ ー ス を 作 ろ う 

（時間9：30～11：30） 

精神科医師による 心の健康相談 

　また、出産や子育てでお悩みのときは、児童相談所や 
福祉事務所までご相談ください。 

☆お問い合わせ☆ 
高知県立幡多児童相談所 0880（37）3159 
福祉事務所 子育て支援係 （82）1111内線345

※土佐清水市内での出張相談を行う場合もありますので、
　お申し込みの時にご相談ください。 
　出張の場合は、午後2時～3時30分まで 
・申し込みが多数の場合は、次回になることもありま
　すのでご了承ください。 
・保健師・相談員による相談は、随時受け付けています。 

☆お申し込み・お問い合わせ☆ 
幡多福祉保健所 健康障害課 0880（34）5124 

相談医：精神科嘱託医 

児童虐待とは… 

日程 

11月25日（火） 

身体的虐待 

締切日 

11月20日（木） 

時間 

午後1:30～ 
　　　　3:00

場所 
幡多福祉保健所 
四万十市中村山手通19

殴る、蹴る、投げ落とす、激しく揺さぶる、や
けどを負わせる、溺れさせるなど 

性的虐待 性的行為の強要、性器や性交を見せる、 
ポルノグラフィティの被写体にするなど 

ネグレクト 

家に閉じ込める、食事を与えない、ひどく不
潔にする、自動車の中に放置する、保護者
以外の同居人による虐待を放置すること
など 

心理的虐待 
言葉による脅し、無視、きょうだい間差別的
扱い、子どもの目の前でドメスティック・バイオ
レンスを行うことなど 
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市民図書館新着図書 
一般図書  

市民図書館 （82）4151

 ひかりの剣　　　　　　　　　　　海堂　尊 

 一心斎不覚の筆禍　　　　　　　 佐藤　雅美 

 宿屋めぐり　　　　　　　　　　　町田　康　 

 狂い咲き正宗　　　　　　　　　　山本　兼一 

 近鉄特急伊勢志摩ライナーの罠　　西村　京太郎 

 石榴ノ蝿　　　　　　　　　　　 佐伯　泰英 

 いかだ満月　　　　　　　　　　 山本　一力 

 きのうの世界　　　　　　　　　　恩田　陸 

 家庭菜園ﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟ教室 葉菜2　　 農山漁村文化協会 

 かんたん干物づくり　　　　　　　島田　静男 

 藍と縮緬の手仕事と暮らし　　　 学　　研 

 クチュール・ニット　13　　　　　志田　ひとみ 

 昭和に学ぶエコ生活　　　　　　　市橋　芳則 

 「赤毛のアン」のお料理ＢＯＯＫ　テリー神川他 

 大人のアスペルガー症候群　　　　佐々木　正美 

 光る石ガイドブック　　　　　　　山川　倫央 

 コケの謎　ゲッチョ先生、コケを食う　 盛口　満 

 日本の海水魚　　　　　　　　　　吉野　雄輔 

 図説戦国合戦地図集　　　　　　　学　　研 

 甘粕正彦乱心の曠野　　　　　　　佐野　�一 

 乙女の教室　　　　　　　　　　　美輪　明宏 

 わくわくブックトーク　　　　　　小林　功　 

 

　崖の上のポニョ　　　　　　　　　宮崎　駿 

 里山百年図鑑　野遊びを楽しむ　　松岡　達英 

 ふたりのロッテ　改版　　　　　　ケストナー 

 たいようオルガン　　　　　　　 荒井　良二 

 セーラーとペッカの運だめし　　　ﾖｯｸﾑ･ﾉｰﾄﾞｽﾄﾘｭｰﾑ 

 西遊記　1～7巻　　　　　　　　 呉　承恩 

 竜退治の騎士になる方法　　　　　岡田　淳 

 チコときんいろのつばさ　　　　　レオ・レオーニ 

　（他多数） 

市民図書館のすべての蔵書はインターネットホーム
ページからも検索できます。 
アドレスhttp://shimintosho.city.tosashimizu.kochi.jp/

児童・中高生図書 
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落
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岡
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由
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〜
文
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の
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12
月
号
掲
載
分
の
締
切
は
、 

11
月
10
日（
月
）必
着
で
す
。 

 

１
月
号
掲
載
分
の
締
切
は
、

11
月
28
日（
金
）必
着
で
す
。 

の

こ
ん

ぎ
く 

は
な
み
ち
し
る
べ 

は
　
　
は 

ろ
う 

う
を 

は
　
な 

さ 

お
と
こ
も
ず

た
け 

む
　
し 

ち
ょ
う
ぼ 

ひ 

  

も
う
け 

 

依
岡
　
里
美 

文　芸 
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 11／   2（日） 
 11／   3（月） 
 11／   9（日） 
 11／ 16（日） 
 11／ 23（日） 
 11／ 24（月） 
 11／ 30（日） 
 12／   7（日） 
 

松谷病院 
渭南病院 
松谷病院 
松谷内科 
渭南病院 
松谷病院 
渭南病院 
松谷内科 
 

天神町 
越前町 
天神町 
栄　町 
越前町 
天神町 
越前町 
栄　町 
 

（８２）０００１ 
（８２）１１５１ 
（８２）０００１ 
（８２）１３７７ 
（８２）１１５１ 
（８２）０００１ 
（８２）１１５１ 
（８２）１３７７ 
 

１１月（霜月－しもつき） 

月　日 当番医 

※当直医に変更がある場合があります。電話等で確かめてから行きましょう。 

住　所 電　話 

市民の動き 
平成20年9月30日現在 

総数 

17,155
（－11） 

男 

8,002
（－7） 

女 

9,153
（－4） 

死亡 

20
（－10） 

世帯数 

8,185
（－4） 

出生 

7
（+2） 

         
◆ 

貸
　
館 

◆ 

■
11
月
２
日
（
日
） 

　
第
23
回 

カ
ラ
オ
ケ
歌
謡
シ
ョ
ー 

●
開
　
演
　
午
後
６
時
30
分 

 

（
開
場
　
午
後
５
時
30
分
） 

●
入
場
料
　
前
売
り
券 

５
０
０
円 

●
主
　
催
　
清
水
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会 

   

■
11
月
10
日
（
月
） 

　
平
成
20
年
度 

    

土
佐
清
水
市
戦
没
者
追
悼
式 

●
開
　
式
　
午
前
10
時 

●
主
　
催
　
土
佐
清
水
市 

  ■
11
月
13
日
（
木
） 

 

人
権
啓
発
映
画
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新
・
あ
つ
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壁
」 

●
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①
午
後
１
時
20
分
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●
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  ■
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藤
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会 
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前
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●
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２
０
０
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円 

●
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藤
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若 

 

■
11
月
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日
（
金
） 

　
第
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回 

土
佐
清
水
市 

            

　 

中
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楽
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流
会 

●
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後
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時 

●
主
　
催
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佐
清
水
市
教
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委
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会･

　
　
　
　
　
　
土
佐
清
水
市
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  ■
11
月
23
日
（
日
） 

　
新
曲
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
企
画 

 

「
八
代
亜
紀
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」 

●
開
　
演
　
①
昼
の
部 

午
後
２
時 

 

　
　
　
　
②
夜
の
部 

午
後
６
時 

●
入
場
料
　
４
８
０
０
円 

          

　
（
※
全
席
指
定
） 

●
主
　
催
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
さ
し
み
ず 
   

◆
11
月
19
日（
水
） 

 「
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
ピ
ア
ノ
」
 

　
　
　
　
　
　
一
般
無
料
開
放
日
 

●
時
間
 
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
 

※
利
用
希
望
者
は
文
化
会
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
 

12月（師走－しわす） 
日 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

 

犬猫保護（市役所環境課） 

曜日 図　　書　　館 行　　　　　　　　事 

休
日
当
直
医 

日 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

 

9 

 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

 

日 

 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

 

11:00

14:00

11:00

14:00 こぐま座人形劇 

14:00 野 点 教 室  

紙　芝　居 

映　画　会 

14:00

11:00

紙　芝　居 

映　画　会 

紙　芝　居 

映　画　会 

14:00 紙　芝　居 

14:00 土佐民話落語 

読み聞かせ 

祝日休館 

祝日休館 

休館　図書整理日 

犬猫保護（市役所環境課） 

犬猫保護（市役所環境課） 

勤労感謝の日 

振替休日 

 

灯台記念日 

文化の日 

10:00

10:00

10:30

無料人権相談（市役所市民室） 

土佐清水市戦没者追悼式（市民文化会館） 
年金相談（市役所市民課） 

行政相談（市役所市民室） 

三崎ふれあいじんけん祭り（三崎中学校 体育館） 

じんべえ市・海遊館以布利センター一般公開 
 

119番の日・秋の全国火災予防運動（15日まで） 

三世代ふれあいの集い（旧養老小学校 体育館） 

9:00

9:30

布解放文化祭（布小学校 体育館） 

歳末たすけあい運動 

人権週間 

9:00

10:00

10:00

11:00

11:00

曜日 図　　書　　館 行　　　　　　　　事 

日 曜 営業ガソリンスタンド  月 日  
橋詰石油（下ノ加江）・久松石油（越前町） 
カネニ石油（以布利）・安田石油（下ノ加江）・三浦石油（三  崎） 
溝渕石油（旭 　町）・日新石油（三 　崎） 
仙石石油（下ノ加江）・たけだ石油（元 　町） 
江口石油（大 　岐）・福山石油（足摺岬）・三浦石油（三 崎） 
橋詰石油（下ノ加江）・久松石油（越前町）・日新石油（三 崎） 
 
 

11／ 2（日） 
11／ 9（日） 
11／16（日） 
11／23（日） 
11／30（日） 
12／ 7（日） 
 
 

１１：００ 

 

１４：００ 

１1：００ 

■
11
月
28
日
（
金
） 

　
清
水
地
区
小
学
校
音
楽
交
流
会 

●
開
　
演
　
午
前
９
時
15
分 

●
主
　
催
　
土
佐
清
水
市
教
育
委
員
会 
  ■

12
月
２
日
（
火
） 

　
第
36
回 

土
佐
清
水
市 

               

　
中
学
生
弁
論
大
会 

●
開
　
演
　
午
後
２
時 

●
主
　
催
　
土
佐
清
水
市
青
少
年 

　
　
　
　
　
　
　
　
対
策
推
進
本
部･ 

           

　
土
佐
清
水
市
教
育
委
員
会 

（
当 

日
　
７
０
０
円
） 

文化会館 
ご 案 内  

市民文化会館 
82-3300
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November 2008

第25回 土佐清水市産業祭 

第48回 土佐清水市美術展覧会 

特
選
市
長
賞
作
品 

洋画「沈黙」山崎 利美 

書道「巒」中内 鳴鳳 

写真「スタートダッシュ」浦岡 博 

日本画「水仙」倉松 富三 

工芸「菊紋水差し」　原 由喜子 
表紙写真：宗呂下コスモス畑 


